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森林・林業関係イベントカレンダー（３～４月）
開催日 行事名等 内　容　等

（概要、定員、受講料、申込期限など）
開催場所

問い合わせ先

一般向け

「緑の募金で進めようＳＤＧｓ」をスローガンに家庭
募金、企業募金、職場募金などを行います。
４月６日（土）に岐阜市「道三まつり」の会場で街頭
募金を行います。

平成３０年度岐阜県緑化運動ポスターコンクールに
おける入賞作品４０点を展示します。
●入場：無料
●時間：飛騨高山まちの博物館の開館時間

●内容：第１９期生の入学式を行います。
●時間：１０：３０～（予定）
●参加料：不要
●出席予定者：森林文化アカデミー教職員、
　在校生、入学生、招待者、入学生の関係者

緑の募金（春期）

平成３０年度
岐阜県緑化運動
ポスターコンクール
入賞作品展示

平成３1年度
森林文化アカデミー
入学式

3月1日㈮～
5月31日㈮

3月23日㈯～
4月18日㈭

4月10日㈬

表紙●平成３０年度 岐阜県緑化運動ポスターコンクール
入賞作品が決定しました！

街頭募金：岐阜市若宮町５丁目

森林文化アカデミー森の情報センター
（美濃市曽代 88）

森林文化アカデミー
TEL 0575-35-2525
FAX 0575-35-2529
E-mail info@forest.ac.jp
URL https://www.forest.ac.jp/

公益社団法人岐阜県緑化推進委員会
TEL 058-273-7577

飛騨高山まちの博物館
（高山市上一之町 75）

恵みの森づくり推進課
TEL 058-272-1111（内線 3034）
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Q.届出・報告の対象となる森林は？
　対象となる森林は、地域森林計画の対象となっている民有林です。

　なお、保安林の伐採や林地開発を行う場合は、手続きが異なりますのでご注意ください。

Q.誰が提出するの？
　・伐採届は、森林所有者もしくは伐採をする（権原を有する）者が提出します。

　　伐採をする（権原を有する）者と造林をする（権原を有する）者が異なる場合は連名で提出します。

　・状況報告書は、造林をする（権原を有する）者が提出します。

Q.いつ、どこへ提出するの？
　・伐採届は、伐採を開始する日の９０日から３０日前までに。

　・状況報告書は、造林（天然更新）が完了した日から３０日以内に。

　　※対象森林の所在する市町村に提出します。

Q.添付書類は？
　伐採届及び状況報告書には伐採箇所を示した位置図等の添付をお願いします。

【林政課　浅野 良光】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８-２７２-8471 林政課まで

伐採及び伐採後の造林の届出制度のお知らせ

伐採旗設置制度についての詳細は？
下記ＵＲＬ「伐採旗設置制度について」を参照してください。
https://www.pref.gifu.lg.jp/sangyo/shinrin/shinrin-keikaku/11511/bassaibata.html

3

なぜ伐採旗の設置が必要なのか？
県内では平成２９年度に６件（皆伐に係るもの）の無届伐採などの違法伐採が発生しています。
また、県では「第３期岐阜県森林づくり基本計画」に基づき、将来にわたり森林資源を循環利用していくために、
「木材生産林」の伐採と再造林を推進しています。一方で、森林の適正な管理という観点ではルールを確実に
守っていただく必要があります。
そこで、伐採旗の設置により合法伐採箇所の判別を容易にすることで、違法伐採の防止を図るとともに環境
に配慮した皆伐を進めるための伐採旗設置制度を始めます。

伐採旗を設置する伐採とは？
下記の伐採を行う現場に伐採者が伐採旗を設置します。

2

1

普 通 林
保 安 林

１ha以上の皆伐
すべての皆伐

伐採届出旗
伐採許可旗

市町村
県

種　　類 旗の設置対象 設置する旗 旗の交付者

伐採旗設置制度が始まります
ばっ　　さい　　ばた

平成31年４月１日以降に皆伐（普通林は１ha以上）を行う場合は、伐採現場に伐採旗を設置してください。

【林政課　松下 康弘】　○お問い合わせは、林政課森林計画係（TEL 058-272-8471）、治山課森林管理係（TEL 058-272-8528）まで

　森林の立木を伐採するときには、事前に「伐採及び伐採後の造林の届出書」（以下、伐採届）の提出が必要ですが、平成29年４月１
日以降に提出した「伐採届」に基づいて立木を伐採（主伐）した場合には、「伐採及び伐採後の造林に係る森林の状況報告書」（以下、
状況報告書）を提出することが義務づけられています。

90日～30日前
伐採日

30日後 造林期間
の末日造林完了

伐採の日の90日から30日前までに　 伐採届を提出し、
造林完了の日から30日以内に　 報告書を提出する。

人工造林
の場合

天然更新
の場合

5年間

90日～30日前
伐採日

30日後 造林期間
の末日

造林完了

2年間
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【恵みの森づくり推進課　福井　樹】 ●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５8ｰ272ｰ1111 内線（3034）恵みの森づくり推進課まで

　平成３１年１月１９日（土）に岐阜かかみがはら航空宇宙博物館に
おいて、県及び公益社団法人岐阜県緑化推進委員会の主催による「平
成３０年度岐阜県みどりの少年団活動発表大会」を開催し、６団の
みどりの少年団が、日頃の森林づくり活動など、１年間の活動成果
について、元気よく発表してくれました。また、参加者は、１００人
以上に上り、熱心に発表に聴き入りました。
　審査の結果、「北方小学校みどりの少年団」が最優秀賞に選ばれ
ました。発表では、「水をきれいにするしくみ」として流水実験を、「き
れいな水を生み出す取り組み」として実のなる木の苗木づくりと徳山
ダムへの植栽を、「豊かな森を守る方法を
考える」として間伐や枝打ち体験を取り上
げ、それぞれの活動の中での新たな発見や
驚きを素直に表現したことが高く評価され
ました。
　みどりの少年団の皆さんには、森林や緑
を愛し、守り、育てる心を大切に、地域の
絆を深め、団員みんなの力を合わせて活動
を楽しんでもらいたいと思います。

を開催しました。

大会で発表した少年団のみなさん 北方小学校みどりの少年団（揖斐川町）

参加少年団及び学校

岐阜県みどりの少年団活動発表大会

【公益社団法人岐阜県緑化推進委員会　専務理事　黒﨑隆司】

１　上原小学校みどりの少年団（下呂市）
２　下呂小学校（下呂市）
３　谷汲小学校みどりの少年団（揖斐川町）
４　北方小学校みどりの少年団（揖斐川町）
５　城南中学校（海津市）
６　東白川中学校緑化少年団（東白川村）
　　　　　　　　　　　　　　（発表順）
　　この他、海津市みどりの少年団が参加

■最優秀

　県では、緑化の意義など普及啓発するため、昭和５８年度より県内の小・中学校、高等学校、特別支援学校の児童、生徒を
対象に「岐阜県緑化運動ポスターコンクール（後援：岐阜県教育委員会、公益社団法人岐阜県緑化推進委員会）」を実施しています。
　平成３０年度は、県内８６校から４２０点の応募があり、審査の結果、入賞作品４０点が決定しました。
　なお、入賞作品については、平成３１年３月２３日（土）から平成３１年４月１８日（木）まで　飛騨高山まちの博物館「永田
酒蔵ホール」にて展示します。

※最優秀及び優秀作品について、平成３１年度国土緑化運動・育樹運動ポスター原画コンクール（主催：（公社）国土
緑化推進機構）へ推薦したところ、右記の１名が小学校の部に入賞されました。

平成30年度 岐阜県緑化運動ポスターコンクール

小学校・低学年の部

郡上市立大中小学校3年

藤田 青空さん
ふじた　 そ  ら

小学校・高学年の部

多治見市立脇之島小学校6年

成瀬 美穂さん
なる せ　 み  ほ

中学校の部

海津市立城南中学校2年

勅使川原 心音さん
て  し  が はら   このん

高等学校の部

岐阜県立岐阜総合学園高等学校2年

河村 萌さん
かわむら もえ

入賞作品が決定しました！

入選
国土緑化推進機構理事長賞

安八町立名森小学校5年

村上 ななみさん
むらかみ　

【恵みの森づくり推進課　米本 尚満】　●詳しい内容を知りたい方はＴＥＬ ０５8ｰ272ｰ1111 内線（3026）恵みの森づくり推進課まで

岐阜県緑の博士（グリーンドクター）を認定しました

認定された方々
●3A級 1名 ●A級 2名

岐阜県が認定する公的な資格で、これまでに１６９名（３Ａ
級９名、２Ａ級２８名、Ａ級１３２名）を認定。認定された方
は地域の樹木保護や緑化推進に貢献されています。

岐阜県緑の博士（グリーンドクター）

認定証授与式

大 平 猛 司 氏

宮 嶋 勇 司 氏
林 　 好 氏

　恵みの森づくりコンソーシアムは、森、木、
環境や商工業等の様々な業種の企業や団体、
個人で構成され、美しい森林を次世代に残す
ため、森林の望ましい姿、活用方法等につい
て考え実践している組織です。
　この度、1月２６日（土）に、岐阜県図書館
「多目的ホール」（岐阜市）にて、「恵みの森
づくりコンソーシアム 特別事業」を開催し、
約３００席ある会場は立ち見が出るほどの、
大盛況の後に終えることができました。　

　今回は、講演会を開催し、第１部として、林野庁次長の本郷浩二氏を講師に招き、「木材利用の拡大について」と題して、木材
利用の現状と今後の可能性について講演いただきました。
　第２部として、建築家で東京大学教授の隈研吾氏を講師に招き、「森の恵みと建築の未来」と題して、隈氏の建築の実例、そ
こに込められた思想などについて講演いただきました。
　参加されたみなさんは、改めて、木材や建築という「森の恵み」の持つ可能性に思いを至らせることができたのではないかと
思います。　
　当会では会員を募集しております。お問い合わせは、事務局（県恵みの森づくり推進課）まで。

【恵みの森づくり推進課　米本 尚満】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８ｰ２７２ １ー１１１ 内線（30２６） 恵みの森づくり推進課まで

隈　研吾 氏による講演 熱心に聞き入る参加者

「恵みの森づくり
コンソーシアム特別事業」 を開催！

　県では、巨樹・古木などの貴重な樹木の保護、保存を図るため、樹木の生理、生態等の知識を有し、樹木の保護、治療等
を体系的、総合的に判断できる専門技術者を「岐阜県緑の博士（グリーンドクター）」として、平成７年から認定しています。
　岐阜県緑の博士は、経験と知識レベルにより３Ａ級、２Ａ級、Ａ級の３段階（３Ａ級が最も高度）に区分されています。
　平成３１年１月３０日、髙井林政部長から認定された３名（３Ａ級１名、Ａ級２名）へ認定証が授与されました。このたび認
定された林　好氏（３Ａ級）と大平猛司氏、宮嶋勇司氏（Ａ級）が、今後の抱負や認定されての感想を語り、地域の樹木保護
や緑化推進に貢献することを誓いました。　
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【恵みの森づくり推進課　福井　樹】 ●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５8ｰ272ｰ1111 内線（3034）恵みの森づくり推進課まで

　平成３１年１月１９日（土）に岐阜かかみがはら航空宇宙博物館に
おいて、県及び公益社団法人岐阜県緑化推進委員会の主催による「平
成３０年度岐阜県みどりの少年団活動発表大会」を開催し、６団の
みどりの少年団が、日頃の森林づくり活動など、１年間の活動成果
について、元気よく発表してくれました。また、参加者は、１００人
以上に上り、熱心に発表に聴き入りました。
　審査の結果、「北方小学校みどりの少年団」が最優秀賞に選ばれ
ました。発表では、「水をきれいにするしくみ」として流水実験を、「き
れいな水を生み出す取り組み」として実のなる木の苗木づくりと徳山
ダムへの植栽を、「豊かな森を守る方法を
考える」として間伐や枝打ち体験を取り上
げ、それぞれの活動の中での新たな発見や
驚きを素直に表現したことが高く評価され
ました。
　みどりの少年団の皆さんには、森林や緑
を愛し、守り、育てる心を大切に、地域の
絆を深め、団員みんなの力を合わせて活動
を楽しんでもらいたいと思います。

を開催しました。

大会で発表した少年団のみなさん 北方小学校みどりの少年団（揖斐川町）

参加少年団及び学校

岐阜県みどりの少年団活動発表大会

【公益社団法人岐阜県緑化推進委員会　専務理事　黒﨑隆司】

１　上原小学校みどりの少年団（下呂市）
２　下呂小学校（下呂市）
３　谷汲小学校みどりの少年団（揖斐川町）
４　北方小学校みどりの少年団（揖斐川町）
５　城南中学校（海津市）
６　東白川中学校緑化少年団（東白川村）
　　　　　　　　　　　　　　（発表順）
　　この他、海津市みどりの少年団が参加

■最優秀

　県では、緑化の意義など普及啓発するため、昭和５８年度より県内の小・中学校、高等学校、特別支援学校の児童、生徒を
対象に「岐阜県緑化運動ポスターコンクール（後援：岐阜県教育委員会、公益社団法人岐阜県緑化推進委員会）」を実施しています。
　平成３０年度は、県内８６校から４２０点の応募があり、審査の結果、入賞作品４０点が決定しました。
　なお、入賞作品については、平成３１年３月２３日（土）から平成３１年４月１８日（木）まで　飛騨高山まちの博物館「永田
酒蔵ホール」にて展示します。

※最優秀及び優秀作品について、平成３１年度国土緑化運動・育樹運動ポスター原画コンクール（主催：（公社）国土
緑化推進機構）へ推薦したところ、右記の１名が小学校の部に入賞されました。

平成30年度 岐阜県緑化運動ポスターコンクール

小学校・低学年の部

郡上市立大中小学校3年

藤田 青空さん
ふじた　 そ  ら

小学校・高学年の部

多治見市立脇之島小学校6年

成瀬 美穂さん
なる せ　 み  ほ

中学校の部

海津市立城南中学校2年

勅使川原 心音さん
て  し  が はら   このん

高等学校の部

岐阜県立岐阜総合学園高等学校2年

河村 萌さん
かわむら もえ

入賞作品が決定しました！

入選
国土緑化推進機構理事長賞

安八町立名森小学校5年

村上 ななみさん
むらかみ　

MORINOTAYORI5
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施設の経緯
　利用者や保護者の強い希望を出発点として、法人設立以
来、関係者や多くの後援者のみなさまの力や国・県の支援によ
り、念願だったグループホームを開設することができました。
木に囲まれた心地よい空間の中で親元を離れた生活の第一歩
をたくましく踏み出しました。

ここに注目！！
　岐阜県産のスギ、ヒノキをふんだんに使用しています。木の
香りや温かみを感じる空間となっています。

利用者の様子
　共同生活ではありますが、利用者それぞれが自分の家として
自分らしく、またお互いを気遣いながら、木の温かみに触れ、
穏やかな雰囲気の中で過ごしています。

施設概要

事業主体 ＮＰＯ法人　あおぞら会

事業年度 平成29年度

構造・
延床面積

木造平屋建
276㎡

施設用途 障がい者福祉施設

木材使用量
使用樹種

県産材使用量　45.0㎥
スギ、ヒノキ

青協建設株式会社

永田建築事務所

４６，９８７千円全体事業費

助 成 額

設 計 者

平成２９年３月～平成２９年１１月

施工業者

工　　期

■問い合わせ先
　ＮＰＯ法人　あおぞら会
　ＴＥＬ 0575－25－2461

４，６９２千円

施設全景

普段の様子

事務室

厨房

多目的室

　
「
あ
っ
、
こ
れ
蜜
を
吸
う
花
や
ね
」、

今
か
ら
20
年
ほ
ど
前
、
陽
だ
ま
り
に
咲

く
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
の
花
を
見
て
い
る
と
、

傍
で
娘
が
言
っ
た
の
で
す
。

　

ホ
ト
ケ
ノ
ザ(Lamium amplexicaule)

は
シ
ソ
科
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
属
の
一
年
草

あ
る
い
は
越
年
草
で
、
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
北
ア
フ
リ
カ
な
ど
に
も
広
く

分
布
し
、
日
本
で
は
北
海
道
以
外
の
本

州
や
四
国
、
九
州
、
沖
縄
に
自
生
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
畑
で
雑
草
扱
い
さ
れ

る
ほ
ど
多
く
見
ら
れ
る
た
め
、
研
究
者

に
よ
っ
て
は
、
農
耕
の
伝
来
と
と
も
に

移
入
し
た
帰
化
植
物
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

シ
ソ
科
植
物
は
茎
断
面
が
四
角
に
な

る
の
が
特
徴
で
す
が
、
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
の

茎
も
四
角
形
で
、
下
部
で
枝
分
か
れ
し
、

先
端
が
直
立
し
ま
す
。
対
生
す
る
扇
形

の
葉
は
縁
に
鈍
い
鋸
歯
が
あ
り
、
茎
の

下
部
で
は
葉
柄
が
あ
り
ま
す
が
、
上
部

で
は
葉
柄
は
な
く
茎
を
抱
く
よ
う
に
つ

い
て
い
ま
す
。

　

仏
の
座
の
名
前
は
、
上
の
方
の
対
生

す
る
葉
が
お
互
い
に
向
き
合
っ
て
接
し

て
い
る
よ
う
す
を
、
仏
様
の
座
っ
て
お

ら
れ
る
蓮
台
（
蓮
華
座
）
に
見
立
て
、

そ
の
上
に
咲
く
花
を
そ
こ
に
座
る
仏
様

に
た
と
え
た
と
さ
れ
ま
す
。
別
名
の
サ

ン
ガ
イ
グ
サ
（
三
階
草
、
三
蓋
草
）
は
、

葉
柄
の
無
い
葉
が
段
々
に
重
な
る
よ
う

に
着
生
す
る
こ
と
か
ら
来
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
春
の
七
草
に
数
え
ら
れ
る

ホ
ト
ケ
ノ
ザ
は
、
キ
ク
科
の
コ
オ
ニ
タ

ビ
ラ
コ
で
、
今
回
紹
介
し
て
い
る
ホ
ト

ケ
ノ
ザ
と
は
別
種
で
す
。

　

花
は
紅
紫
色
で
長
さ
約
二
㎝
、
二
月

（
暖
地
で
は
前
年
の
十
一
月
頃
）
か
ら
六

月
頃
に
上
部
の
葉
脇
に
花
を
咲
か
せ
ま

す
。
花
の
形
は
筒
状
で
す
が
、
こ
れ
は

も
と
も
と
五
枚
の
花
弁
が
側
面
で
く
っ

つ
い
た
も
の
で
、
唇
形
花
冠
（
し
ん
け

い
か
か
ん
）
と
呼
ば
れ
ま
す
。
た
く
さ

ん
つ
け
る
花
は
二
種
類
あ
り
、
普
通
に

開
花
す
る
も
の
と
開
花
せ
ず
に
蕾
の
ま

ま
終
わ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
開
花
し

な
い
も
の
は
閉
鎖
花
（
へ
い
さ
か
）
と

呼
ば
れ
、
蕾
中
で
自
家
受
粉
を
し
て
種

子
を
つ
け
ま
す
。

　

随
時
結
実
す
る
種
子
に
は
エ
ラ
イ
オ

ソ
ー
ム
が
つ
い
て
い
ま
す
。
エ
ラ
イ
オ

ソ
ー
ム
は
オ
レ
イ
ン
酸
な
ど
の

脂
肪
酸
や
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
な
ど

の
ア
ミ
ノ
酸
、
シ
ョ
糖
等
か
ら

な
る
物
質
で
、
こ
れ
に
誘
引
さ

れ
た
ア
リ
が
種
子
を
巣
に
持
ち

運
び
ま
す
。
ア
リ
は
巣
の
中
で

エ
ラ
イ
オ
ソ
ー
ム
の
部
分
だ
け

を
食
べ
、
種
子
は
巣
の
中
の
ゴ

ミ
捨
て
場
や
、
巣
の
外
へ
土
な

ど
と
一
緒
に
捨
て
ら
れ
る
こ
と
で
移
動

繁
殖
し
ま
す
。
し
か
し
種
子
が
擦
ら
れ

た
り
、種
子
が
乾
燥
し
て
エ
ラ
イ
オ
ソ
ー

ム
が
取
れ
て
し
ま
う
と
、
ア
リ
は
ま
っ

た
く
見
向
き
も
し
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
エ
ラ
イ
オ
ソ
ー
ム
は
ス
ミ
レ
属

や
カ
タ
ク
リ
属
、
イ
チ
リ
ン
ソ
ウ
属
、

フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
属
、
ミ
ス
ミ
ソ
ウ
属
、

キ
ケ
マ
ン
属
、
ク
サ
ノ
オ
ウ
属
、
エ
ン

レ
イ
ソ
ウ
属
な
ど
約
２
０
０
種
の
植
物

に
見
ら
れ
ま
す
。

　

ホ
ト
ケ
ノ
ザ
の
花
を
見
る
た
び
に
、

花
を
つ
ん
で
蜜
を
吸
っ
て
い
た
娘
と
同

じ
時
間
を
過
ご
せ
た
一
時
を
思
い
出
す

私
な
の
で
す
。

▲かわいい紅紫色の花を咲かせるホトケノザ
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施設の経緯
　利用者や保護者の強い希望を出発点として、法人設立以
来、関係者や多くの後援者のみなさまの力や国・県の支援によ
り、念願だったグループホームを開設することができました。
木に囲まれた心地よい空間の中で親元を離れた生活の第一歩
をたくましく踏み出しました。

ここに注目！！
　岐阜県産のスギ、ヒノキをふんだんに使用しています。木の
香りや温かみを感じる空間となっています。

利用者の様子
　共同生活ではありますが、利用者それぞれが自分の家として
自分らしく、またお互いを気遣いながら、木の温かみに触れ、
穏やかな雰囲気の中で過ごしています。

施設概要

事業主体 ＮＰＯ法人　あおぞら会

事業年度 平成29年度

構造・
延床面積

木造平屋建
276㎡

施設用途 障がい者福祉施設

木材使用量
使用樹種

県産材使用量　45.0㎥
スギ、ヒノキ

青協建設株式会社

永田建築事務所

４６，９８７千円全体事業費

助 成 額

設 計 者

平成２９年３月～平成２９年１１月

施工業者

工　　期

■問い合わせ先
　ＮＰＯ法人　あおぞら会
　ＴＥＬ 0575－25－2461

４，６９２千円

施設全景

普段の様子

事務室

厨房

多目的室
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活かす知恵

と を森林 人
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●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　副
学
長
●
川
尻 

秀
樹

地
方
で
生
活
す
る

　
　
　意
味
を
考
え
る
人
づ
く
り

「
平
成
30
年
度
全
国
治
山
・
林
道
コン
ク
ー
ル
」

「
平
成
30
年
度
山
地
災
害
防
止
標
語
及
び
写
真
コン
ク
ー
ル
」の
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
平
成
30
年
度
（
一
社
）
日
本
治
山
治
水
協

会
及
び
日
本
林
道
協
会
主
催
の
「
治
山
・
林

道
コ
ン
ク
ー
ル
の
各
部
門
」
と
（
一
社
）
日

本
治
山
治
水
協
会
主
催
の
「
山
地
災
害
防
止

標
語
及
び
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
岐
阜
県
の

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

第
34
回
民
有
林
治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

（
一
社
）
日
本
治
山
治
水
協
会
長
賞

　
治
山
施
設
機
能
強
化
事
業
権
現
山
地
区
工
事

株
式
会
社
　
新
晃
　
北
川
元
生

日
本
林
道
協
会
長
賞

　
地
方
創
生
道
整
備
推
進
交
付
金
事
業

　
相
生
～
落
部
線

株
式
会
社
　
丸
芳
組
　
石
神
修
治

第
41
回
林
道
維
持
管
理
コ
ン
ク
ー
ル

日
本
林
道
協
会
長
賞

　
林
道
　
恵
北
線中

津
川
市
長
　
青
山
　
節
児

第
19
回
民
有
林
治
山
木
材
使
用
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

（
一
社
）
日
本
治
山
治
水
協
会
長
賞

　
県
単
治
山
事
業
　
第
9
工
事

岐
阜
農
林
事
務
所
　
吉
田
　
徹

第
19
回
民
有
林
林
道
木
材
使
用
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

日
本
林
道
協
会
長
賞

　
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
事
業

　
公
共
林
道
開
設
工
事

　
　
　
可
茂
農
林
事
務
所
　
林
務
課

平
成
30
年
度
山
地
災
害
防
止
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

　（
一
社
）
日
本
治
山
治
水
協
会
長
賞

　
　
　
　
揖
斐
川
町
　
佐
野
　
守

「
あ
っ
て
よ
か
っ
た
治
山
事
業

　
　
　
　
無
く
て
よ
か
っ
た
山
地
災
害
」　

平
成
30
年
度
山
地
災
害
防
止
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　（
一
社
）
日
本
治
山
治
水
協
会
長
賞

　
　
　
　
　
郡
上
市
　
高
原
　
守

「
治
山
施
設
が
映
え
る
初
夏
の
里
山
」

美
濃
市
　
武
藤
　
好
美

「
緑
一
色
」

【
山
林
協
会
　
瀬
上
　
繁
隆
】

県単治山事業　第9工事

治山施設機能強化事業
権現山地区工事

「緑一色」

林道　恵北線

「治山施設が映える初夏の里山」

地方創生道整備推進交付金事業
相生～落部線

農山漁村地域整備交付金事業
公共林道開設工事

MORINOTAYORIMORINOTAYORI MORINOTAYORI 8
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と を森林 人

75

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　副
学
長
●
川
尻 

秀
樹

地
方
で
生
活
す
る

　
　
　意
味
を
考
え
る
人
づ
く
り

や
有
害
駆
除
さ
れ
た
野
生
動
物
の
搬
送
、
老

人
宅
の
雪
下
ろ
し
な
ど
、
地
域
で
必
要
と
さ

れ
る
仕
事
を
何
で
も
引
き
受
け
る
限
界
集
落

の
縁
の
下
の
力
持
ち
的
な
存
在
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
２
人
は
と
も
に
、『
吾
唯
足
知
』の
境
地

で
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
京
都
龍
安
寺
の
庭

の
蹲
に
も
記
さ
れ
た『
吾
唯
足
知
』は
、「
常
に

足
り
て
い
る
心
の
豊
か
さ
が
あ
れ
ば
充
分
で
、

物
質
的
な
充
足
を
求
め
な
い
」こ
と
を
指
し
、

逆
に「
足
り
て
い
る
」こ
と
を
知
ら
な
い
人
は
、

物
質
的
な
満
足
を
追
い
求
め
る
欲
望
に
際
限

な
く
と
ら
わ
れ
る
人
と
も
言
え
る
の
で
す
。

　

都
会
の
よ
う
に
様
々
満
た
さ
れ
た
生
活
の

中
で
は
な
く
、
で
き
る
限
り
無
駄
を
削
ぎ
落

と
し
何
も
無
い
よ
う
な
地
方
で
、
地
域
の
た

め
、
他
人
の
た
め
に
、
自
分
自
身
を
活
か
す

知
恵
を
見
出
せ
る
人
だ
け
が“
森
林
と
人
を
活

か
す
”こ
と
に
近
づ
け
る
と
感
じ
る
の
で
す
。

産
材
に
よ
る
下
駄
生
産
を
探
り
、
卒
業
後
の

２
０
１
４
年
に
郡
上
の
下
駄
文
化
を
発
信
す

る
ブ
ラ
ン
ド『
郡
上
木
履
』を
立
ち
上
げ
、
店

舗
と
工
房
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
郡
上
八
幡

に
愛
着
を
持
つ
彼
は
、
郡
上
産
の
木
材
に
こ

だ
わ
っ
て
下
駄
を
作
り
、
地
域
の
素
材
を
地

域
で
活
か
し
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に

日
夜
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
“
森
林
と
人
を
活
か
す
知
恵
”、
言
葉
で
書

く
の
は
簡
単
で
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
容
易
い
こ

と
で
な
い
こ
と
は
、
ご
存
じ
の
と
お
り
で
す
。

　

地
方
で“
森
と
人
を
活
か
す
”た
め
に
生
活

す
る
に
は
、
ま
ず
自
分
の
住
む
地
域
に
愛
着

を
持
ち
、
そ
の
地
域
へ
の
想
い
を
具
現
化
で

き
る
よ
う
働
き
か
け
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
う
し
た
将
来
あ
る
人
材
に
ヒ
ン
ト
を

提
供
し
、
輩
出
す
る
こ
と
が
、
森
林
文
化
ア

カ
デ
ミ
ー
の
役
割
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
２
人
の
卒
業
生
を
簡
単
に
紹
介
す

る
と
、
１
人
は
愛
知
県
出
身
で
森
林
文
化
ア

カ
デ
ミ
ー
を
卒
業
後
、
自
然
と
文
化
に
魅
せ

ら
れ
郡
上
八
幡
に
移
住
し
た
諸
橋
有
斗
さ
ん
。

　

彼
は
郡
上
に
４
０
０
年
以
上
続
く「
郡
上
踊

り
」で
使
わ
れ
る
下
駄
が
、
郡
上
で
作
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
を
知
り
、
調
査
す
る
中
で
一
足

の
下
駄
の
価
格
の
８
割
が
県
外
に
流
出
す
る

現
実
に
愕
然
と
し
ま
す
。
そ
こ
で
森
林
文
化

ア
カ
デ
ミ
ー
在
学
中
に
、
郡
上
八
幡
で
郡
上

　

も
う
１
人
は
群
馬
県
出
身
で
森
林
文
化
ア

カ
デ
ミ
ー
を
卒
業
後
、「
わ
ら
び
粉
職
人
」を
目

指
し
て
飛
騨
市
神
岡
町
山
之
村
に
住
み
、
地

域
で
請
わ
れ
る
仕
事
を
こ
な
し
な
が
ら
、
わ

ら
び
畑
管
理
と
わ
ら
び
粉
生
産
に
挑
む
前
原

融
さ
ん
で
す
。
彼
は
大
学
時
代
を
過
ご
し
た

山
梨
県
で
、
大
好
き
な「
わ
ら
び
餅
」の
多
く

が
、
わ
ら
び
粉
で
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
知

り
、
い
っ
た
ん
就
職
し
た
後
に
わ
ら
び
粉
の

生
産
を
夢
見
て
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
に
入

学
し
ま
し
た
。
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
在
学

中
に
岐
阜
県
内
で
地
元
の
方
々
の
協
力
の
下
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
わ
ら
び
粉
と
わ
ら
び
餅

を
研
究
し
、
そ
の
拠
点
を
限
界
集
落
で
あ
る

山
之
村
地
区
に
定
め
た
の
で
す
。

　

彼
は
単
に
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
だ
け
で

地
域
で
生
活
す
る
の
で
は
な
く
、
わ
ら
び
粉

生
産
の
傍
ら
、
高
冷
地
野
菜
の
収
穫
手
伝
い
、

牧
場
で
の
牛
の
餌
や
り
や
搾
乳
、
冬
季
に
は

幹
線
道
路
の
除
雪
作
業
車
を
運
転
し
、
狩
猟

諸橋 有斗さん

前原 融さん
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自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

－ 柱が2本ある巣、セグロアシナガバチ － 【第332回】

　我が家の庭はいつでも花が咲いている。これは女房がそれぞ
れの時季に咲く花を選んで、計画的に植えているからである。
通行人からは「この庭は年中花が見られるので、通るのが楽し
みです」などと言われることがある。この言葉が女房のエネル
ギーとなり、花の種類は増えていく。このお陰で私の楽しみも
増えた。ここに集まる昆虫を、チビちゃん（孫）たちと見ること
が出来るようになったからである。チビちゃんたちは思いもしな
いことを聞いてくる。これが私には勉強になった。普段何気なく
見ている昆虫とは違う姿を、目にすることができたからである。
いくつかあるが、今回はアシナガバチの話をしよう。まず、こ
の話は14年前に家を新築し、5年経過後の夏から始まる。2階の
屋根の下にアシナガバチが巣を造っていた。セグロアシナガバチ
（以下、アシナガバチ）だった。巣には数匹の成虫が群がっていた。
これを見ているうちに、小学生の頃を思い出し懐かしくなってき
た。当時、遊びの1つが蜂の巣捕りで、よく蜂に刺され痛い目に
あっているからである。

×　　×　　×　　×
　他にも巣がないか。あちこち探した。しかし、見つからなかった。
そのうちに晩秋。巣には蜂がいなくなっていた。翌春、再び成
虫を見つけた。壁に立て掛けてある乾いた板にアシナガバチが1
匹いたのである。近づいても逃げない。よく見ると無心に板の
表面を囓っていた。数分後には飛び去り、しばらくするとまた戻っ
てきた。この行動を何回も繰り返していた。これは女王蜂だ。
春になったので巣を作り始めたのだと思った。その巣はどこにあ
るのか。その蜂の後を追った。昨年造った巣の近くにあった。ま
だ小さく、幼虫を育てる部屋は3穴しかなかった。その後、部屋
の数はだんだん増え、何匹もの成虫（働き蜂）が巣に群がるよ
うになった。巣は他にも1個あり、この年は2個造っていた。そ
の後、巣は毎年見られ、数は2～ 7個であった。場所はほとん
ど2階であったが、1回だけ逆のことがあった。1階が4個にたいし、
2階は1個だったのである。その時、今年は台風がたくさん来る
のかなと思った。昔からアシナガバチが低い場所に巣を造るとき
は台風が多いと言われているからである。その通りだった。い
つもより台風が多かったのである。昔からの言い伝えだ。かつ
て祖母が口にしていた言葉が脳裏に浮かんできた。

×　　×　　×　　×
　チビちゃんたちはよく庭やその周辺を走り回って遊んでいた。
間違えば蜂に刺されるかもしれない。それを避けるため昨年の
夏に、蜂や巣の実物を見せながらいろいろ教えた。特に熱心に
聞いていたのが2番目のチビちゃん。小学1年生だ。「お爺ちゃん、
蜂に刺された事がある。痛かった」。「すごく痛かったよ」と笑い

ながら答えた。しかし、チビちゃんは真剣な顔。お爺ちゃんを
いたわるやさしい気持ちが伝わってきた。ある日、このチビちゃ
んが保育園で母親に、玄関の近くで蜂の巣を見つけたと言った
らしい。すぐに母親から電話がかかってきた。「刺されたら大変
だから、すぐに処分して」。強い口調だった。面倒くさいと思っ
たものの、やらなければ、後が怖い。その場所を探した。しかし、
巣は見つからない。もう一度調べたけど無い。チビちゃんの勘
違いだろうと思った。その場所は壁以外に地を這うような背丈
の低い灌木しかない。こんな所には巣を造るはずがない。と灌
木を手で払ったら激痛。腕が蜂に刺されたのである。そこには
アシナガバチの巣があり、何匹も蜂がいた。すぐに殺虫剤で駆除。
巣があるのは地上20㎝のところ。驚いた。こんな低いところに
造っていたからである。その巣を取った。またまた驚いた。巣
を支える柱が2本あるのである。何故だ。いろいろ考えた。こ
れは目につく所に巣を造ると駆除されてしまう。だから人目に
つきにくい、低いところにある細い枝にしたのだ。しかし細い
枝はよく揺れるので、巣を1本の柱で支えきれないこともある。
それで柱を2本にして、巣が落ちないようにした。これはアシナ
ガバチの知恵。すばらしいと思った。

×　　×　　×　　×
　それにしても、チビちゃんがこんな低い場所にある巣をよく
見つけたものだと感心した。「チビちゃんはすごいね」と頭をな
でながら褒めた。チビちゃん
は笑顔になったものの、そ
れより刺された私の腕が心
配になったらしく「お爺ちゃ
ん大丈夫。どれくらい痛かっ
た。泣かなかった」などと聞
いてきた。この優しい気持
ち。またまた心に伝わってき
た。チビちゃんのお陰で、
柱が2本ある珍しい巣を見ることができた。他にも事例があるの
か。虫仲間にたずねてみた。しかし、誰もいなかった。聞いた
こともないという。これは珍しい記録だ。チビちゃん、ありがとう。
冬になりジングルベルの音楽が聞こえるようになった、ある日の
夜。チビちゃんから手紙が届いた。そこには次のように書いて
あった。「おじいちゃん　いろんなむしのはなしをしてくれてあ
りがとう。おじいちゃんだいすきだよ。むしいろんなことをしっ
とるねすごいね。ゆいより（原文のまま）」。サンタさんからの
素晴らしいプレゼントが届いたと嬉しくなった。

▲柱が2本ついているアシナガバチの巣

地
域
の
マ
マ
友
や
子
供
た
ち
が
生
活
の
中
に
少
し
で

も
薬
草
を
取
り
入
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
を
し

て
い
ま
す
。

 

活
動
を
行
う
に
あ
た
り
苦
労
し
て
い
る
点
は
？

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
使
用
す
る
素
材
を
採
取
す
る

土
地
に
は
所
有
権
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ヨ
モ
ギ
の
採

取
は
揖
斐
川
町
春
日
地
域
、
谷
汲
地
域
の
知
り
合
い

の
土
地
で
採
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

さ
ら
に
「
除
草
剤
な
ど
の
農
薬
が
使
わ
れ
て
い
な
い

場
所
か
ら
採
取
し
た
も
の
」
と
い
う
こ
だ
わ
り
を
考

慮
す
る
と
採
取
場
所
が
と
て
も
限
定
的
に
な
っ
て
し

ま
い
、
量
が
集
ま
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
継
続
的
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
行
し
て

い
く
た
め
に
は
、
量
の
確
保
と
あ
わ
せ
て
、
採
取
し

た
素
材
を
い
つ
で
も
使
え
る
よ
う
に
良
好
な
状
態
で

保
存
・
管
理
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
で
す
。

　
今
後
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
自
分
の
生
活
の
中
で

の
活
用
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
安
全
・
安
心

な
採
取
場
所
を
増
や
す
こ
と
や
自
分
で
栽
培
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

 

今
後
の
抱
負
に
つ
い
て

　
活
動
を
は
じ
め
て
数
年
間
は
、
一
人
で
企
画
か
ら

実
行
ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
で
は
、
薬
草
文

化
を
受
け
継
い
で
い
る
春
日
地
域
の
方
々
と
の
つ
な

が
り
が
少
し
ず
つ
で
き
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ

の
つ
な
が
り
を
活
か
し
て
、
継
続
的
な
活
動
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
の
夢
の
よ
う
な
も
の
で
す
が
、

「
薬
草
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、
山
村
地
域
の
方
々

と
関
わ
り
を
保
ち
な
が
ら
、
森
林
の
適
正
な
管
理
が

で
き
、
山
村
地
域
が
潤
う
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を

視
野
に
入
れ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

地 域の人

　
今
回
、
薬
草
を
通
じ
て
山
村
地
域
の
魅
力
を
伝
え

る
取
り
組
み
を
し
て
お
ら
れ
る
安
田
あ
い
み
さ
ん
に

お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

 

揖
斐
川
町
春
日
地
域
と
の
出
会
い
、

 

魅
力
を
感
じ
た
き
っ
か
け
は
？

　
岐
阜
県
安
八
郡
安
八
町
で
自
然
の
な
か
で
遊
ん
で

育
ち
ま
し
た
。高
校
卒
業
後
、大
阪
の
大
学
を
卒
業
し
、

山
口
県
の
祝
島
で
自
給
自
足
を
し
な
が
ら
塩
づ
く
り

を
し
て
い
る
方
な
ど
、
自
然
の
中
で
持
続
可
能
な
や

り
方
で
、
自
立
し
て
生
活
し
て
い
る
人
た
ち
と
出
会

い
ま
し
た
。
こ
の
出
会
い
の
中
で
自
然
と
調
和
し
て

生
き
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
、
植
物
の
力
を

借
り
て
生
き
る
「
自
然
療
法
」
や
「
薬
草
文
化
」
に

興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　
平
成
二
四
年
に
岐
阜
に
戻
り
、
揖
斐
川
町
春
日
地

域
（
旧
春
日
村
）
に
住
む
友
人
た
ち
と
出
会
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
春
日
が
古
く
か
ら
薬
草
文
化
を

受
け
継
い
で
い
る
地
域
で
あ
る
こ
と
を
知
り
感
動
し
、

春
日
に
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
春
日
に
通
う
よ

う
に
な
り
、
実
際
に
、
春
日
六
合
地
区
に
あ
る
「
春

日
も
り
も
り
村
」
で
は
、
薬
膳
料
理
・
薬
草
風
呂
な

ど
様
々
な
形
で
薬
草
が
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
契
機
に
、
平
成
二
六
年
か
ら
、
揖
斐
川
町

春
日
地
域
の
薬
草
を
活
か
し
た
様
々
な
活
動
に
取
り

組
み
は
じ
め
ま
し
た
。

 

薬
草
を
活
か
し
た
取
り
組
み
内
容
は
？

　
薬
草
の
魅
力
は
、
心
身
を
癒
す
た
め
毎
日
の
暮
ら

し
に
自
然
と
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
で
自

分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
春
日
地
域

に
は
数
多
く
の
薬
草
が
自
生
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
の
な
か
で
は
「
飲
・
食
・
浴
・
塗
・
洗
」
の

伝
統
的
な
薬
草
の
使
い
方
を
通
し
て
、
薬
草
の
良
さ

を
学
び
体
験
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
、
地
域

の
薬
草
文
化
を
こ
れ
か
ら
も
残
す
べ
く
微
力
な
が
ら

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

薬
草
を
活
か
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は
？

　
安
田
さ
ん
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
主
に
４
月
か

ら
11
月
の
期
間
で
不
定
期
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
際
は
、
安
全
・
安

心
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
除
草
剤
な
ど
の
農
薬
が
使
わ

れ
て
い
な
い
場
所
か
ら
採
取
し
た
素
材
」
を
使
っ
て

い
ま
す
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
な
か
で
よ
く
使
う
素
材
は
、

「
ヨ
モ
ギ
」
で
す
。
ヨ
モ
ギ
を
使
う
最
大
の
理
由
は
、

ヨ
モ
ギ
の
持
つ
薬
効
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、「
何
処
に

で
も
自
生
」
し
て
い
る
最
も
身
近
な
薬
草
で
あ
る
こ

と
な
の
で
す
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、「
ヨ
モ
ギ
養
生
茶
話
会
」

な
ど
と
題
し
て
、
こ
れ
ま
で
先
人
が
受
け
継
い
で
き

た
身
近
で
生
活
に
役
立
つ
も
の
を
参
加
者
に
作
っ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
通
じ
て
薬
草
の
魅
力
や
生
活
の
中
で
の
使
用
方
法

な
ど
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

 

身
近
で
生
活
に
役
立
つ
も
の
と
は
？

　
ヨ
モ
ギ
は
昔
か
ら
「
何
に
で
も
よ
く
効
く
」
と
言

わ
れ
、
特
に
け
が
を
し
た
時
の
「
血
止
め
草
」
と
し

て
よ
く
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
「
冷
え

改
善
・
口
腔
ケ
ア
・
美
肌
・
鎮
痛
な
ど
」
の
効
用
も

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
「
飲
用
（
よ

も
ぎ
茶
）」「
ヨ
モ
ギ
軟
膏
づ
く
り
」「
足
湯
」
な
ど
を

体
験
し
て
も
ら
う
な
ど
、
参
加
者
が
、
帰
っ
た
後
も
、

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
８
５
ー
２
３
ー
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　揖
斐
農
林
事
務
所
ま
で

安田 あいみさん
安田 あいみさん

山村地域の魅力を伝えたい
～先人達の知恵をもとに受け継がれる薬草文化～

ヨモギバーム（軟膏）

乾燥ヨモギ

春日自生薬草

【
揖
斐
農
林
事
務
所

　下
野 

俊
彦
】
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地
域
の
マ
マ
友
や
子
供
た
ち
が
生
活
の
中
に
少
し
で

も
薬
草
を
取
り
入
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
を
し

て
い
ま
す
。

 

活
動
を
行
う
に
あ
た
り
苦
労
し
て
い
る
点
は
？

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
使
用
す
る
素
材
を
採
取
す
る

土
地
に
は
所
有
権
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ヨ
モ
ギ
の
採

取
は
揖
斐
川
町
春
日
地
域
、
谷
汲
地
域
の
知
り
合
い

の
土
地
で
採
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

さ
ら
に
「
除
草
剤
な
ど
の
農
薬
が
使
わ
れ
て
い
な
い

場
所
か
ら
採
取
し
た
も
の
」
と
い
う
こ
だ
わ
り
を
考

慮
す
る
と
採
取
場
所
が
と
て
も
限
定
的
に
な
っ
て
し

ま
い
、
量
が
集
ま
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
継
続
的
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
行
し
て

い
く
た
め
に
は
、
量
の
確
保
と
あ
わ
せ
て
、
採
取
し

た
素
材
を
い
つ
で
も
使
え
る
よ
う
に
良
好
な
状
態
で

保
存
・
管
理
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
で
す
。

　
今
後
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
自
分
の
生
活
の
中
で

の
活
用
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
安
全
・
安
心

な
採
取
場
所
を
増
や
す
こ
と
や
自
分
で
栽
培
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

 

今
後
の
抱
負
に
つ
い
て

　
活
動
を
は
じ
め
て
数
年
間
は
、
一
人
で
企
画
か
ら

実
行
ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
で
は
、
薬
草
文

化
を
受
け
継
い
で
い
る
春
日
地
域
の
方
々
と
の
つ
な

が
り
が
少
し
ず
つ
で
き
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ

の
つ
な
が
り
を
活
か
し
て
、
継
続
的
な
活
動
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
の
夢
の
よ
う
な
も
の
で
す
が
、

「
薬
草
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、
山
村
地
域
の
方
々

と
関
わ
り
を
保
ち
な
が
ら
、
森
林
の
適
正
な
管
理
が

で
き
、
山
村
地
域
が
潤
う
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を

視
野
に
入
れ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

地 域の人

　
今
回
、
薬
草
を
通
じ
て
山
村
地
域
の
魅
力
を
伝
え

る
取
り
組
み
を
し
て
お
ら
れ
る
安
田
あ
い
み
さ
ん
に

お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

 

揖
斐
川
町
春
日
地
域
と
の
出
会
い
、

 

魅
力
を
感
じ
た
き
っ
か
け
は
？

　
岐
阜
県
安
八
郡
安
八
町
で
自
然
の
な
か
で
遊
ん
で

育
ち
ま
し
た
。高
校
卒
業
後
、大
阪
の
大
学
を
卒
業
し
、

山
口
県
の
祝
島
で
自
給
自
足
を
し
な
が
ら
塩
づ
く
り

を
し
て
い
る
方
な
ど
、
自
然
の
中
で
持
続
可
能
な
や

り
方
で
、
自
立
し
て
生
活
し
て
い
る
人
た
ち
と
出
会

い
ま
し
た
。
こ
の
出
会
い
の
中
で
自
然
と
調
和
し
て

生
き
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
、
植
物
の
力
を

借
り
て
生
き
る
「
自
然
療
法
」
や
「
薬
草
文
化
」
に

興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　
平
成
二
四
年
に
岐
阜
に
戻
り
、
揖
斐
川
町
春
日
地

域
（
旧
春
日
村
）
に
住
む
友
人
た
ち
と
出
会
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
春
日
が
古
く
か
ら
薬
草
文
化
を

受
け
継
い
で
い
る
地
域
で
あ
る
こ
と
を
知
り
感
動
し
、

春
日
に
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
春
日
に
通
う
よ

う
に
な
り
、
実
際
に
、
春
日
六
合
地
区
に
あ
る
「
春

日
も
り
も
り
村
」
で
は
、
薬
膳
料
理
・
薬
草
風
呂
な

ど
様
々
な
形
で
薬
草
が
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
契
機
に
、
平
成
二
六
年
か
ら
、
揖
斐
川
町

春
日
地
域
の
薬
草
を
活
か
し
た
様
々
な
活
動
に
取
り

組
み
は
じ
め
ま
し
た
。

 

薬
草
を
活
か
し
た
取
り
組
み
内
容
は
？

　
薬
草
の
魅
力
は
、
心
身
を
癒
す
た
め
毎
日
の
暮
ら

し
に
自
然
と
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
で
自

分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
春
日
地
域

に
は
数
多
く
の
薬
草
が
自
生
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
の
な
か
で
は
「
飲
・
食
・
浴
・
塗
・
洗
」
の

伝
統
的
な
薬
草
の
使
い
方
を
通
し
て
、
薬
草
の
良
さ

を
学
び
体
験
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
、
地
域

の
薬
草
文
化
を
こ
れ
か
ら
も
残
す
べ
く
微
力
な
が
ら

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

薬
草
を
活
か
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は
？

　
安
田
さ
ん
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
主
に
４
月
か

ら
11
月
の
期
間
で
不
定
期
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
際
は
、
安
全
・
安

心
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
除
草
剤
な
ど
の
農
薬
が
使
わ

れ
て
い
な
い
場
所
か
ら
採
取
し
た
素
材
」
を
使
っ
て

い
ま
す
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
な
か
で
よ
く
使
う
素
材
は
、

「
ヨ
モ
ギ
」
で
す
。
ヨ
モ
ギ
を
使
う
最
大
の
理
由
は
、

ヨ
モ
ギ
の
持
つ
薬
効
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、「
何
処
に

で
も
自
生
」
し
て
い
る
最
も
身
近
な
薬
草
で
あ
る
こ

と
な
の
で
す
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、「
ヨ
モ
ギ
養
生
茶
話
会
」

な
ど
と
題
し
て
、
こ
れ
ま
で
先
人
が
受
け
継
い
で
き

た
身
近
で
生
活
に
役
立
つ
も
の
を
参
加
者
に
作
っ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
通
じ
て
薬
草
の
魅
力
や
生
活
の
中
で
の
使
用
方
法

な
ど
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

 

身
近
で
生
活
に
役
立
つ
も
の
と
は
？

　
ヨ
モ
ギ
は
昔
か
ら
「
何
に
で
も
よ
く
効
く
」
と
言

わ
れ
、
特
に
け
が
を
し
た
時
の
「
血
止
め
草
」
と
し

て
よ
く
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
「
冷
え

改
善
・
口
腔
ケ
ア
・
美
肌
・
鎮
痛
な
ど
」
の
効
用
も

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
「
飲
用
（
よ

も
ぎ
茶
）」「
ヨ
モ
ギ
軟
膏
づ
く
り
」「
足
湯
」
な
ど
を

体
験
し
て
も
ら
う
な
ど
、
参
加
者
が
、
帰
っ
た
後
も
、

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
８
５
ー
２
３
ー
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　揖
斐
農
林
事
務
所
ま
で

安田 あいみさん
安田 あいみさん

山村地域の魅力を伝えたい
～先人達の知恵をもとに受け継がれる薬草文化～

ヨモギバーム（軟膏）

乾燥ヨモギ

春日自生薬草

【
揖
斐
農
林
事
務
所

　下
野 

俊
彦
】
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27

わ
が
ま
ち
の
森
林
・
環
境
行
政

東
白
川
村
の
森
林
づ
く
り

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
４
ー
７
８
ー
３
１
１
１（
代
）

　
　
　
　
　
　
　東
白
川
村
役
場

　産
業
振
興
課
ま
で

東
白
川
村
の
林
業
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

10
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々
な取組みを行っています。こうした取組みの内容について連載で紹介します。

（１）ぎふ木育教室

【恵みの森づくり推進課　河合 高志】　●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-8821 木育推進室　木育推進係まで

緑と木と水の環境教育推進事業
　清流の国ぎふが誇る「木と共生する文化」を次世代につないでいくことを目的に「ぎふ木育30年ビジョン」に基づ
き、ぎふ木育を推進しています。

　保育園、幼稚園、子育て支援センターな
どに講師を派遣し、森や木にふれあい、楽
しむ体験講座の実施。平成30年度は48
施設で実施しました。

（２）緑と水の子ども会議

　小中学校、高等学校、特別支援学校の授
業における地域の自然に関わる体験活動
を通した学習の支援。平成30年度は69校
で実施しました。

（３）ぎふ木育交流会の開催

　木育教室、森のようちえんやプレーパー
ク等の「ぎふ木育」に取り組む実践者や関
係者の学びと交流の場である「ぎふ木育
交流会」を開催しました。

（４）常設版「ぎふ木育ひろば」の設置

　いつでも、だれでも、ぎふ木育を体験で
きる「ぎふ木育ひろば」を新たに20施設
設置しました。（Ｈ30現在：76施設）

野遊びウォーク 木のカスタネットづくり

紙漉き体験 森林整備

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
生
産
性
だ
け
を
追
い
求

め
て
き
た
林
業
か
ら
、
川
上
の
役
割
と
し
て
、
環

境
保
全
を
視
野
入
れ
た
山
づ
く
り
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
東
白
川
村
で
は
平

成
15
年
に
Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
を
取
得
し
、
基
準
に

沿
っ
た
作
業
や
動
植
物
に
配
慮
し
た
森
林
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
に
は
、
㈱
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と「
天
然
水
の
森
」、
翌
年
に
は
音

楽
家
坂
本
龍
一
氏
主
宰
の
森
林
保
全
団
体「
モ
ア
・

ト
ゥ
リ
ー
ズ
」と
も
協
定
を
結
び
、
生
物
多
様
性

の
山
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

生
受
入
補
助
金
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
40
歳
ま
で
の
I
・
U
タ
ー
ン
者
を

雇
い
入
れ
た
事
業
所
に
対
し
、
一
人
当
た
り
月

18
万
円
以
上
の
給
料
を
払
う
こ
と
を
条
件
に
、
月

15
万
円
の
補
助
金
を
５
年
間
継
続
し
て
支
払
う
と

い
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
そ
の
人
た
ち
が
生
活
す

る
た
め
の
住
宅
も
併
せ
て
整
備
し
ま
し
た
。

　
１
０
０
年
先
を
見
据
え
た
山
づ
く
り

　

今こ
ん
に
ち日
ま
で
生
産
林
だ
け
に
重
点
を
置
い
て
き
た

森
林
づ
く
り
か
ら
環
境
、
景
観
に
も
配
慮
し
た
山

づ
く
り
に
転
換
す
る
こ
と
で
、
東
白
川
村
で
は

１
０
０
年
後
を
見
据
え
た「
１
０
０
年
の
森
林
づ

く
り
構
想
」に
平
成
29
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

そ
の
方
法
と
し
て「
適
地
、
適
植
」を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
尾
根
筋
、
谷
沿
い
、
急
傾
斜
地
な
ど
ヒ
ノ
キ
、

ス
ギ
な
ど
の
生
産
林
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
こ
ろ

に
は
ナ
ラ
な
ど
の
広
葉
樹
を
植
え
る
。
人
の
目
を

楽
し
ま
せ
る
場
所
に
は
モ
ミ
ジ
、
桜
な
ど
景
観
林

を
植
え
る
と
い
っ
た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
４
年
間
を
か
け
実
際
に
現
地
を
踏

ん
で
調
査
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な

植
林
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
将
来
建
材
に
適

し
た
ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ
が
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
、

新
た
な
植
林
も
含
め
た
森
林
計
画
も
１
０
０
年
の

森
林
づ
く
り
構
想
の
ひ
と
つ
で
す
。
東
白
川
村
の

将
来
を
見
据
え
た
山
作
り
は
地
球
環
境
に
も
寄
与

し
、
持
続
性
の
あ
る
村
づ
く
り
に
繋
が
る
と
考
え

ま
す
。【

東
白
川
村
役
場　

産
業
振
興
課　

辻 

普
稔
】

東
白
川
村
を
支
え
る
林
業
・
製
材
業

　

林
業
と
共
に
栄
え
て
き
た
東
白
川
村
。
戦
前
・

戦
後
と
植
林
さ
れ
、
寒
冷
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

年
輪
が
細
か
く
ピ
ン
ク
色
を
帯
び
た
良
質
な
ヒ
ノ

キ
を
生
産
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
ヒ
ノ
キ
も
か
つ
て
は
非
常
に
高
値
で
取
引

さ
れ
、
村
民
の
生
活
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
元
年
の
１
１
０
，
０
０
０
円
／

㎥
を
ピ
ー
ク
に
年
々
下
が
り
続
け
、
現
在
で
は

１
８
，
０
０
０
円
／
㎥
ほ
ど
で
す
。

　

当
然
な
が
ら
木
材
の
価
格
が
下
が
れ
ば
山
林
所

有
者
へ
の
還
元
は
な
く
、
山
へ
の
関
心
が
薄
れ
て

き
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
そ
れ
で
も
林
業
・
製

材
業
は
東
白
川
村
に
と
っ
て
一
大
産
業
で
あ
る
こ

と
に
は
変
わ
り
な
く
、
平
成
８
年
に
は
東
白
川
製

材
協
同
組
合
も
設
立
さ
れ
、
ツ
イ
ン
ソ
ー
、
乾
燥

施
設
な
ど
を
整
備
し
、
柱
材
に
加
工
さ
れ
て
、
中

京
圏
の
大
手
工
務
店
や
木
材
業
者
に
出
荷
さ
れ
て

い
ま
す
。

環
境
を
考
え
た
山
づ
く
り

　

東
白
川
村
は
、
面
積
の
９
割
が
森
林
で
、
内
７

割
が
ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ
の
人
工
林
で
す
。
先
人
た
ち

が
村
の
将
来
を
考
え
丁
寧
な
森
林
施
業
を
行
っ
て

き
た
こ
と
で
、
今
の
東
白
川
村
が
あ
る
と
言
っ
て

川
上
か
ら
川
下
へ

　

地
球
の
二
酸
化
炭
素
削
減
の
た
め
に
平
成
31
年

度
か
ら
実
施
さ
れ
る
森
林
経
営
管
理
法
。
そ
れ
以

前
か
ら
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
が
東

京
都
港
区
で
す
。
港
区
で
は
平
成
23
年
か
ら
区
内

に
建
て
ら
れ
る
建
築
物
等
に
対
し
、
国
産
木
材
の

使
用
を
促
し
、
そ
の
使
用
量
に
相
当
す
る
二
酸
化

炭
素
固
定
量
を
認
証
す
る「
み
な
と
モ
デ
ル
二
酸

化
炭
素
固
定
認
証
制
度
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

 　

こ
の
制
度
は
川
下
の
東
京
都
港
区
と
川
上
の
自

治
体
が
協
定
を
結
び
、
全
国
の
協
定
自
治
体
か
ら

産
出
さ
れ
た
木
材（
協
定
木
材
）を
港
区
内
の
建
物

等
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

東
白
川
村
も
平
成
23
年
に
協
定
を
結
び
、
み
な

と
パ
ー
ク
芝
浦（
港
区
公
共
施
設
）な
ど
数
々
の
建

物
に
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

産
業
を
守
る
た
め
の
担
い
手
づ
く
り

　
「
少
子
高
齢
化
」「
人
口
減
少
」は
東
白
川
村
の
よ

う
な
中
山
間
地
域
で
は
最
も
大
き
な
課
題
で
す
。

　
「
山
で
木
を
切
り
、
搬
出
し
、
製
材
す
る
」と
い
っ

た
作
業
は
全
て
人
が
行
う
も
の
で
、
産
業
を
守
る

た
め
人
づ
く
り
は
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
東
白
川
村
で
は
林
業
・
製
材
業
・
建

築
業
を
営
む
事
業
所
に
対
し
、
担
い
手
育
成
研
修

▲FSC・天然水の森の新巣村有林

▲本村木材使用　
「みなとパーク芝浦」
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『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

10
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々
な取組みを行っています。こうした取組みの内容について連載で紹介します。

（１）ぎふ木育教室

【恵みの森づくり推進課　河合 高志】　●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-8821 木育推進室　木育推進係まで

緑と木と水の環境教育推進事業
　清流の国ぎふが誇る「木と共生する文化」を次世代につないでいくことを目的に「ぎふ木育30年ビジョン」に基づ
き、ぎふ木育を推進しています。

　保育園、幼稚園、子育て支援センターな
どに講師を派遣し、森や木にふれあい、楽
しむ体験講座の実施。平成30年度は48
施設で実施しました。

（２）緑と水の子ども会議

　小中学校、高等学校、特別支援学校の授
業における地域の自然に関わる体験活動
を通した学習の支援。平成30年度は69校
で実施しました。

（３）ぎふ木育交流会の開催

　木育教室、森のようちえんやプレーパー
ク等の「ぎふ木育」に取り組む実践者や関
係者の学びと交流の場である「ぎふ木育
交流会」を開催しました。

（４）常設版「ぎふ木育ひろば」の設置

　いつでも、だれでも、ぎふ木育を体験で
きる「ぎふ木育ひろば」を新たに20施設
設置しました。（Ｈ30現在：76施設）

野遊びウォーク 木のカスタネットづくり

紙漉き体験 森林整備
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岐
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28
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「
森
の
名
手・名
人
」と
は
、森
に
関
わ
る
仕
事
や
地
域
生
活
に
染
み
込

ん
だ
営
み
の
う
ち
、優
れ
た
技
を
も
っ
て
そ
の
業
を
極
め
、他
の
模
範
と

な
っ
て
い
る
達
人
で
、毎
年
、全
国
で
約
１
０
０
名
が
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。岐
阜
県
に
お
い
て
は
、現
在
、51
名
の「
森
の
名
手・名
人
」が
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の「
森
の
名
手・名
人
」を「
森
の
”聞
き
書
き
甲
子
園
“」に
参
加
し

た
高
校
生
が「
聞
き
書
き
取
材
」を
し
た
も
の
の
中
か
ら
誌
面
の
関
係
上

要
点
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。な
お
、年
齢
、住
所
、学
年
は
取
材
当
時
の

も
の
で
す
。

48

森の
名手・名人
シリーズ

愛
知
県
立
稲
沢
高
等
学
校
１
年

【
森
の
名
手
・
名
人
編
集
担
当

  

公
益
社
団
法
人

岐
阜
県
緑
化
推
進
委
員
会

　専
務
理
事

　黒
﨑
隆
司
】

※
原
本
は
長
文
の
た
め
、文
章
の
一
部
を
割
愛
し
て
い
ま
す
。

●
生
年
月
日
：
昭
和
17
年
１
月
１
日
生
ま
れ

●
職
業
：
木
地
師

小
椋
　
東
一
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

お  

ぐ
ら
　
　  

と
う 

い
ち

　
長
野
県
南
木
曽
町
保
神
出
身
。

　
昭
和
32
年
に
大
蔵
木
工
所
に
入
社
し
、木
地
師
と
し

て
の
修
業
を
始
め
る
。

　
現
在
は
、中
津
川
市
千
旦
林
に
あ
る
自
宅
工
房
で
、ロ

ク
ロ
挽
き
に
よ
り
お
盆
や
茶
び
つ
な
ど
を
作
る
木
地
師
と

し
て
作
業
し
て
い
る
。

　
幼
い
頃
か
ら
木
と
触
れ
合
い
、木
の
種
類
ご
と
の
性
質

を
見
極
め
、手
作
り
に
よ
る
カ
ン
ナ
な
ど
様
々
な
道
具
を

自
分
で
作
り
、数
多
く
の
作
品
を
作
り
出
し
て
い
る
。平

成
19
年
に
卓
越
技
能
者
と
し
て
岐
阜
県
知
事
表
彰
を

受
け
た
。

　
木
地
師
の
道
具
の
使
い
方
や
子
ど
も
た
ち
の
ロ
ク
ロ
挽

き
体
験
指
導
等
、次
世
代
を
担
う
人
た
ち
へ
の
指
導
も

行
っ
て
い
る
。

名
人

名 

人
聞
き
手

１
．
種
類
や
作
り
方
に
よ
っ
て
、

　
　
扱
い
方
が
変
わ
る
木

　

木
地
師
って
い
う
の
は
、
お
椀
か
ら
お
盆
、
丸
い
物
な

ら
ほ
と
ん
ど
木
で
作
る
。
そ
ん
な
職
業
だ
ね
。
一
番
最

初
は
、
や
っ
ぱ
み
ん
な
作
る
こ
と
を
覚
え
て
そ
れ
か
ら
山

に
入
っ
た
ね
。
俺
た
ち
の
代
は
親
に
つ
い
て
山
へ
行
っ
て
、

木
を
覚
え
た
け
ど
ね
。

　

俺
た
ち
の
使
う
木
は
…
20
種
類
く
ら
い
か
な
。
栃
に

欅
に
栓
に
き
わ
だ
。
主
に
そ
れ
だ
ね
。
か
ん
な
の
刃
が

長
い
の
は
、
深
い
の
を
作
る
時
に
使
っ
て
、
短
い
の
は
、

細
か
い
の
を
や
っ
と
る
時
に
手
先
が
狂
わ
ん
よ
う
に
。
長

い
と
、
ど
う
し
て
も
ぶ
れ
る
の
よ
。
だ
か
ら
、
木
に
よ
っ

て
も
使
う
道
具
は
変
わ
る
ね
。

　

木
で
も
さ
、
木
を
横
か
ら
刈
っ
て
み
る
と
、
な
ん
で

も
な
い
お
と
な
し
い
木
は
、た
だ
年
輪
が
あ
る
だ
け
だ
し
、

不
思
議
な
曲
が
り
方
を
し
て
る
木
は
、
絶
対
に
目
が
お

も
し
ろ
い
の
。
こ
う
い
う
の
は
、
切
り
口
で
わ
か
る
の
。

今
度
は
生
乾
き
に
し
と
る
と
、
木
が
傷
ん
じ
ゃ
う
も
ん

で
、
難
し
い
と
こ
ろ
。

２
．
資
材
の
調
達

　

今
は
み
ん
な
木
を
切
る
と
き
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ

て
る
け
ど
、
昔
は
大
き
な
鋸
だ
っ
た
の
。
そ
ん
で
、
山
か

ら
取
っ
て
き
た
木
を
、
背
中
に
し
ょっ
て
く
も
ん
で
、
く

ぼ
み
を
作
って
軽
く
し
て
き
た
の
。

　

木
を
倒
す
時
に
は
ね
、
倒
れ
る
反
対
側
に
逃
げ
る

の
。近
く
に
お
る
と
危
な
い
も
ん
で
。大
き
な
木
だ
と
５
、

６
メ
ー
ト
ル
飛
ん
で
く
る
ん
だ
に
。
そ
れ
で
、
山
に
平
ら

な
と
こ
ろ
は
な
い
だ
ろ
？
だ
か
ら
、
石
が
あ
っ
た
り
し
て
、

そ
こ
に
あ
た
る
と
木
が
裂
け
ち
ゃ
う
け
ど
、
も
し
木
に

枝
が
あ
っ
た
ら
、
枝
が
あ
る
と
こ
ろ
を
クッ
シ
ョン
に
し
て

倒
す
の
。
他
に
大
き
な
木
が
あ
っ
た
り
す
る
と
、
引
っか

かっ
ち
ゃ
う
だ
ろ
？
細
い
木
な
ら
い
い
け
ど
大
き
な
木
だ
っ

た
ら
、
木
と
木
の
間
に
倒
す
の
。
そ
の
都
度
に
よ
っ
て
、

木
を
切
っ
て
あ
げ
な
い
と
ね
。
鋸
を
入
れ
る
前
に
高
い

と
こ
ろ
を
見
て
、
ど
こ
に
倒
し
た
ら
い
い
か
な
、
波
打
っ

た
と
こ
ろ
は
無
い
か
な
、
っ
て
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
み
る

の
。
せっか
く
す
ご
い
木
を
見
つ
け
て
も
、
傷
が
入
っ
ち
ゃ

え
ば
製
品
に
な
ら
ん
か
ら
ね
。

３
．
木
で
作
る

　

削
る
前
に
さ
、
木
に
水
を
付
け
る
の
は
、
木
が
割
れ

な
い
よ
う
に
と
、
持
ち
が
良
く
な
る
の
。
木
は
さ
、
生

の
時
に
は
丸
か
い
て
作
って
あ
る
わ
け
よ
。
で
も
、
乾
燥

す
る
と
、
横
が
縮
ん
で
縦
に
伸
び
る
ん
だ
よ
。
小
さ
い

の
は
そ
の
狂
い
は
少
な
い
け
ど
も
…
。

　

削
り
な
が
ら
、
長
さ
を
測
っ
た
り
す
る
と
、
何
回
も

定
規
を
あ
て
な
か
ん
だ
ろ
。
で
も
、
釘
を
刺
し
た
板
を
、

回
し
と
る
時
に
あ
て
て
筋
つ
け
ち
ゃ
え
ば
１
回
で
決
ま
っ

ち
ゃ
う
な
。
そ
れ
か
ら
、
水
平
を
見
る
わ
け
ね
。
そ
れ

で
、
波
が
あ
っ
た
ら
、
か
ん
な
で
取
る
の
。
次
に
、
磨
い

ん
か
が
そ
う
だ
ね
。
よ
っ
ぽ
ど
大
き
い
木
じ
ゃ
な
い
と
取

れ
な
い
し
、
良
い
面
だ
と
取
れ
る
の
。
正
目
だ
と
、
た

だ
真
っ
直
ぐ
な
だ
け
で
面
白
く
な
い
。
正
目
が
あ
る
の

は
夏
に
だ
け
。

　

大
き
な
木
で
、
輪
切
り
に
す
る
時
に
、
定
規
を
当
て

て
、
あ
ぁ
、
こ
れ
な
ら
何
が
で
き
る
？っ
て
いっ
た
時
に
、

も
し
30
セ
ン
チ
の
物
が
で
き
る
に
は
、
33
セ
ン
チ
で
切
る

の
。
45
セ
ン
チ
の
物
な
ら
、
50
セ
ン
チ
く
ら
い
に
刈
っ
て

切
る
の
。
そ
れ
で
、
切
る
と
き
に
、
い
く
と
こ
に
よ
って

芯
が
動
く
も
ん
で
木
の
取
る
場
所
を
変
え
て
い
く
の
。

だ
か
ら
、
芯
は
結
構
く
せ
も
の
な
の
。
そ
れ
が
、
綺
麗

な
芯
な
ら
い
良
い
け
ど
、
周
り
が一番
弱
い
も
ん
で
、
腐
っ

と
っ
た
り
し
と
る
。
芯
は
大
体
、
ど
っ
か
に
傷
が
入
っ
た

り
し
と
る
。
そ
の
傷
を
見
分
け
て
木
取
り
す
る
の
。
木

の
中
に
虫
が
入
っ
と
る
け
ど
も
、
丸
太
で
見
た
感
じ
で

は
全
く
わ
か
ら
ん
で
ね
。
木
の
皮
か
ら
虫
が
入
る
の
。

木
を
家
へ
持
っ
て
き
て
、
半
年
経
つ
と
、
虫
が
入
る
。

皮
を
剥
い
ど
け
ば
虫
は
入
ら
ん
け
ど
も
、
皮
を
剥
ぐ
と

小
さ
い
こ
ぶ
こ
ぶ
が
あ
っ
た
り
す
る
と
、
絶
対
良
い
木
な

の
。
な
ん
て
こ
と
な
い
普
通
の
木
だ
け
ど
、
目
が
波
打
っ

て
る
の
。
そ
れ
で
、
す
ご
く
い
い
目
が
出
る
。
良
い
も

ん
が
で
き
る
の
。
ふ
た
つ
と
し
て
同
じ
も
の
は
で
き
な
い

面
白
さ
が
あ
る
。
削
り
始
め
る
前
か
ら
、
木
目
を
見
る

と
わ
く
わ
く
す
る
こ
と
も
あ
る
。
で
も
、
作
り
口
が
大

変
。
目
が
起
き
ち
ゃっ
た
り
す
る
か
ら
。
年
輪
で
結
構

違
う
ん
だ
ね
。
作
り
や
す
さ
も
違
う
し
、出
来
も
違
う
。

　

丸
い
木
に
は
、
必
ず
芯
が
あ
る
の
。
で
も
、
木
の
芯

が
全
部
真
ん
中
に
あ
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
偏
って
る
も
の

も
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、そ
の
芯
を
取
ら
な
い
こ
と
に
は
、

木
が
割
れ
ち
ゃ
う
の
。
だ
か
ら
、
芯
を
避
け
て
切
る
の
。

だ
か
ら
、
大
き
い
木
が
必
要
な
の
。
木
を
製
材
し
た
時

に
使
え
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
、
大
き
い
も
の
を
取
って

残
っ
た
部
分
で
、
小
さ
い
も
の
を
取
って
、
そ
れ
で
ま
だ

余
って
る
と
こ
ろ
で
、
お
盆
を
１
つ
く
ら
い
作
る
の
。
大

き
い
も
の
を
取
っ
た
時
に
中
を
く
り
ぬ
い
た
も
の
で
、
も

う
少
し
小
さ
い
も
の
を
作
る
の
。
ね
り
鉢
や
茶
び
つ
な

木
地
師

木
か
ら
の
恵
み
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）

岡
田

　彩
希
理

岐
阜
県
中
津
川
市

平
成
28
年
取
材

 

「
森
の
名
手・名
人
」と
は
、森
に
関
わ
る
仕
事
や
地
域
生
活
に
染
み
込

ん
だ
営
み
の
う
ち
、優
れ
た
技
を
も
っ
て
そ
の
業
を
極
め
、他
の
模
範
と

な
っ
て
い
る
達
人
で
、毎
年
、全
国
で
約
１
０
０
名
が
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。岐
阜
県
に
お
い
て
は
、現
在
、51
名
の「
森
の
名
手・名
人
」が
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の「
森
の
名
手・名
人
」を「
森
の
”聞
き
書
き
甲
子
園
“」に
参
加
し

た
高
校
生
が「
聞
き
書
き
取
材
」を
し
た
も
の
の
中
か
ら
誌
面
の
関
係
上

要
点
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。な
お
、年
齢
、住
所
、学
年
は
取
材
当
時
の

も
の
で
す
。

48

森の
名手・名人
シリーズ

愛
知
県
立
稲
沢
高
等
学
校
１
年

【
森
の
名
手
・
名
人
編
集
担
当

  

公
益
社
団
法
人

岐
阜
県
緑
化
推
進
委
員
会

　専
務
理
事

　黒
﨑
隆
司
】

※
原
本
は
長
文
の
た
め
、文
章
の
一
部
を
割
愛
し
て
い
ま
す
。

●
生
年
月
日
：
昭
和
17
年
１
月
１
日
生
ま
れ

●
職
業
：
木
地
師

小
椋
　
東
一
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

お  

ぐ
ら
　
　  

と
う 

い
ち

　
長
野
県
南
木
曽
町
保
神
出
身
。

　
昭
和
32
年
に
大
蔵
木
工
所
に
入
社
し
、木
地
師
と
し

て
の
修
業
を
始
め
る
。

　
現
在
は
、中
津
川
市
千
旦
林
に
あ
る
自
宅
工
房
で
、ロ

ク
ロ
挽
き
に
よ
り
お
盆
や
茶
び
つ
な
ど
を
作
る
木
地
師
と

し
て
作
業
し
て
い
る
。

　
幼
い
頃
か
ら
木
と
触
れ
合
い
、木
の
種
類
ご
と
の
性
質

を
見
極
め
、手
作
り
に
よ
る
カ
ン
ナ
な
ど
様
々
な
道
具
を

自
分
で
作
り
、数
多
く
の
作
品
を
作
り
出
し
て
い
る
。平

成
19
年
に
卓
越
技
能
者
と
し
て
岐
阜
県
知
事
表
彰
を

受
け
た
。

　
木
地
師
の
道
具
の
使
い
方
や
子
ど
も
た
ち
の
ロ
ク
ロ
挽

き
体
験
指
導
等
、次
世
代
を
担
う
人
た
ち
へ
の
指
導
も

行
っ
て
い
る
。

名
人

名 

人
聞
き
手

て
い
く
の
。
素
手
で
や
る
と
波
打
っ
ち
ゃ
う
時
も
あ
る
か

ら
、
ち
ゃ
ん
と
水
平
に
な
っ
と
る
か
確
か
め
て
、
見
る
の

ね
。

　

次
は
仕
上
げ
だ
ね
。
今
度
は
さ
、
型
を
使
う
の
。

型
を
作
業
台
の
歯
に
打
ち
付
け
る
の
。
だ
か
ら
、
型
に

ち
ゃ
ん
と
は
ま
る
よ
う
に
寸
法
を
揃
え
と
か
ん
と
、
こ
の

時
に
困
る
の
。
合
わ
な
かっ
た
ら
型
を
替
え
な
い
か
ん
も

ん
で
。
削
り
終
わ
っ
て
か
ら
、
打
ち
付
け
た
と
こ
ろ
を

見
る
と
、
打
ち
付
け
た
跡
が
ま
だ
残
っ
と
る
の
よ
。
だ

か
ら
こ
こ
を
さ
、
削
って
い
く
の
。
こ
れ
で
あ
と
は
色
付

け
す
る
の
。

　

途
中
で
や
す
り
を
か
け
る
ん
だ
け
ど
、
や
す
り
は

番
号
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
細
か
く
な
る
の
。
や
す
る
時

は
番
号
の
小
さ
い
順
に
や
す
る
の
。
そ
ん
で
、
漆
塗
る

時
は
い
つ
も
使
っ
て
る
や
す
り
よ
り
、
も
う
１
つ
細
か
い

3
2
0
番
ま
で
使
う
の
。
や
す
り
は
、
業
者
に
頼
ん
で

切
っ
て
も
ら
っ
て
る
の
。
う
ま
く
切
れ
ん
と
、
細
か
い
と

こ
ろ
に
使
う
時
に
角
に
な
ら
ん
か
ら
。
昔
は
分
厚
い
の

が
良
いっ
て
言
っ
て
た
け
ど
、
今
は
軽
い
方
が
良
いっ
て
、

薄
く
し
な
い
と
売
れ
ん
の
。

　

ね
り
ば
ち
、
そ
ば
を
打
つ
や
つ
ね
。
１
メ
ー
ト
ル
く
ら

い
の
作
る
時
は
、
大
き
な
板
回
す
時
に
ブ
ー
ンって
音
が

鳴
る
の
が一番
怖
かっ
た
ね
。頭
の
上
で
回
っ
と
る
も
ん
で
。

ス
ピ
ー
ド
落
と
さ
ん
と
、
遠
心
力
で
飛
ん
で
行
っ
ち
ゃ
う

も
ん
で
、
は
じ
め
は
ゆ
っ
く
り
や
って
、
回
って
る
時
に
ぶ

６
．
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

　

店
か
ら
注
文
が
あ
っ
た
り
、
問
屋
か
ら
注
文
が
あ
っ
た

ら
作
っ
て
、
多
い
日
は
、
80
枚
く
ら
い
だ
っ
た
。
今
は
１

日
40
枚
く
ら
い
し
か
作
ら
な
い
。
忙
し
い
時
に
は
最
低

10
時
間
。
朝
７
時
半
か
ら
晩
の
７
時
半
近
く
ま
で
。
毎

日
同
じ
こ
と
を
し
て
る
け
ど
さ
、
今
ま
で
仕
事
は
飽
き

る
な
ん
て
こ
と
は
絶
対
に
な
かっ
た
。
今
は
あ
ん
ま
り
仕

事
が
な
い
け
ど
、
あ
る
時
は
も
う
楽
し
み
で
楽
し
み
で
。

　

仕
事
は
、ま
だ
ち
ょっ
と
や
れ
る
と
思
う
。
ま
だ
ち
ょっ

と
や
り
た
い
。
み
ん
な
子
供
が
も
う
や
め
れ
や
め
れ
って

言
う
ま
で
は
続
け
た
い
ね
。
ま
ん
だ
や
って
く
れ
って
持
っ

て
来
る
し
。
ま
ん
だ
見
捨
て
ら
れ
と
ら
ん
で
。

ト
を
使
っ
て
作
業
す
る
機
械
が
３
台
く
ら
い
あ
っ
た
の
。

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
、
そ
こ
で
仕
事
を
し
と
っ
た
の
。
単
独

で
や
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
の
45
、
６
年
く
ら
い
か

ら
。
今
俺
が
使
っ
と
る
機
械
は
、
両
回
転
使
え
る
よ
う

に
な
っ
と
る
。
削
る
時
に
は
右
回
転
を
使
っ
て
、
木
の

繊
維
が
起
き
上
が
っ
ち
ゃっ
た
時
に
は
、
さ
っ
き
と
逆
の

左
回
転
。
左
利
き
の
人
や
っ
た
ら
反
対
側
で
も
で
き
る

よ
ね
。
だ
か
ら
、昔
は
平
ベル
ト
で
、ベル
ト
２
本
か
け
て
、

真
ん
中
に
本
体
が
利
く
よ
う
に
な
っ
と
る
で
、
ベル
ト
を

ず
ら
し
て
作
業
し
て
た
の
。１
本
は
普
通
の
回
転
に
し
て
、

１
本
は
８
の
字
に
し
て
捻
る
と
、
回
転
を
変
え
ら
れ
る

の
。５

．
木
の
性
質
を
生
か
し
た
物
づ
く
り

　

桑
の
お
椀
も
作
っ
た
り
し
と
る
ん
だ
け
ど
、
桑
の
木

は
滅
多
に
な
い
の
。
木
に
よ
っ
て
、
木
が
柔
ら
か
い
と
、

黒
く
な
る
の
。
年
輪
が
大
き
い
の
も
黒
く
な
る
け
ど
、

若
い
木
だ
と
赤
く
な
る
の
。
木
の
や
つ
で
も
、
ち
ゃ
ん
と

作
れ
ば
保
温
と
か
も
し
て
く
れ
る
の
。
そ
れ
に
、
漆
を

塗
っ
と
る
も
ん
で
、
何
十
年
と
使
え
る
の
。

　

中
に
は
目
が
狂
う
お
椀
も
あ
る
。
使
って
る
う
ち
に
、

お
も
し
ろ
く
な
る
。
縦
が
縮
ん
で
、
横
が
伸
び
る
。
乾

燥
し
た
時
は
逆
に
な
る
。
桑
の
木
の
茶
た
く
は
、
軽
い

か
ら
湯
呑
を
持
つ
と
湯
呑
に
付
い
て
く
る
の
。
薄
く
す

る
の
も
大
変
な
の
。
あ
っ
と
思
っ
た
時
に
は
も
う
遅
い
。

失
敗
作
も
で
る
の
。
回
転
を
反
対
側
に
返
す
時
に
、

外
れ
て
飛
ん
で
、
傷
が
つい
た
り
す
る
の
。

　

作
っ
た
も
の
は
、
も
う
こ
の
ま
ま
ず
っ
と
持
つ
よ
。
乾

燥
す
る
も
ん
で
。
人
気
な
も
の
は
、
い
ろ
ん
な
木
の
種

類
も
あ
る
し
、
そ
の
人
そ
の
人
だ
か
ら
分
か
ら
ん
。
あ

ん
な
も
の
が
良
い
ん
だ
と
思
う
時
も
あ
る
し
、
こっ
ち
の

方
が
絶
対
良
い
と
思
っ
て
も
、
違
う
方
が
良
いっ
て
い
う

人
も
お
る
し
。

れ
が
な
く
な
る
ま
で
や
って
、
ち
ょっ
と
ず
つ
ス
ピ
ー
ド
上

げ
て
い
く
ん
だ
け
ど
さ
、
ゆ
っ
く
り
や
る
と
道
具
で
切
れ

ん
の
よ
。

　

木
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
。
木
を
削
っ
と
る
時

に
出
た
木
く
ず
は
、
そ
の
ま
ま
捨
て
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、

冬
の
暖
炉
に
使
っ
た
り
、畑
に
入
れ
る
の
。
そ
う
す
る
と
、

土
が
柔
ら
か
く
な
る
の
。

４
．
使
っ
て
い
る
道
具

　

仕
事
を
す
る
中
で
、
一
番
大
切
だ
と
思
う
こ
と
は
、

道
具
作
り
。
道
具
も
み
ん
な
自
分
で
作
っ
た
の
。
鍛
冶

屋
し
て
さ
、
金
属
か
ら
全
部
自
分
で
た
た
い
て
作
る
の
。

持
ち
手
の
木
の
部
分
も
ね
。

　
か
ん
な
は
ね
、
曲
がって
る
と
こ
ろ
が一番
重
要
な
の
。

削
る
時
に
、
変
な
曲
が
り
に
な
って
る
と
、
も
う
駄
目
。

角
が
つい
て
な
い
と
角
の
淵
に
入
って
か
ん
。
だ
か
ら
、
こ

こ
が一番
大
切
。
か
ん
な
の
形
は
大
体一緒
だ
よ
。
た
だ
、

木
に
よ
って
、
硬
さ
が
違
う
か
ら
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
刃

が
ち
ょっ
と
厚
く
作
っ
て
あ
っ
た
り
す
る
の
。
か
ん
な
に

使
って
る
金
属
は
ね
、
普
通
の
鋼
と
違
って
、「
ハ
イ
ス
」
っ

て
い
う
金
属
を
使
って
る
の
。
こ
れ
は
焼
き
入
れ
ん
で
も

使
え
る
の
。
ほ
ん
で
ね
、
こ
れ
は
熱
い
時
に
水
の
中
に

入
れ
る
と
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
ち
ゃ
う
の
。
だ
か
ら
、
も
し

焼
き
を
入
れ
る
時
は
、
マ
シ
ン
油
の
中
に
突
っ
込
む
の
。

　

木
に
よ
って
も
、
硬
さ
が
違
う
の
。
栃

の
木
が一番
い
い
け
ど
も
、
虫
が
つ
い
と
る

の
よ
。
あ
の
黒
い
の
が
大
嫌
い
で
、
一
度

食
わ
れ
と
る
と
こ
ろ
に
か
ん
な
当
て
る

と
も
う
全
然
使
い
物
に
な
ら
ん
も
ん
で
。

刃
が
潰
れ
ち
ゃ
う
の
。
俺
た
ち
は
鋼
で
も

な
い
硬
い
刃
な
の
よ
。
そ
の
代
わ
り
、
も

ろ
い
の
よ
。

　

作
業
台
と
か
も
、
モ
ー
タ
ー
と
か
は
全

部
自
分
で
や
っ
た
の
。
昔
は
、
シ
ャ
フ
ト

が
あ
っ
て
、
１
台
の
モ
ー
タ
ー
で
、
平
ベル
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ト
ン
ネ
ル
の
点
検
と
補
修

下
呂
市
農
林
部
林
務
課

 
黒
木

　拓
也

　成
瀬

　武
晴

　
治
山
、
林
道
の
各
研
究
会
で
は
、
日
頃
の
業
務
で
直
面
す
る
課
題
に

つ
い
て
、
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
２
月
に
行
わ
れ
た
発

表
会
で
発
表
さ
れ
た
研
究
課
題
を
紹
介
し
ま
す
。

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
６
ー
５
３
ー
２
０
１
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　下
呂
市
農
林
部
林
務
課
ま
で

は
じ
め
に

　

林
道
で
は
あ
ま
り
例
の
な
い
ト
ン
ネ
ル
の
点
検
と
補

修
工
事
に
つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。

　

ト
ン
ネ
ル
の
あ
る
林
道
は
、
郡
上
市
明
宝
小
川
地
区

と
下
呂
市
馬
瀬
中
切
地
区
を
結
ぶ
旧
緑
資
源
幹
線
林
道

の
八
幡
・
高
山
線 

（
明
宝
・
馬
瀬
区
間
）で
あ
り
、
延

長
は
4
，8
5
6
ｍ
、
幅
員
は
7.0
ｍ
で
す
。
林
道
の
利

用
状
況
は
い
く
つ
か
作
業
道
を
設
け
る
こ
と
で
森
林
整

備
に
資
す
る
と
と
も
に
、
隣
接
す
る
郡
上
市
明
宝
小
川

地
区
の
重
要
な
生
活
道
路
と
し
て
通
年
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ト
ン
ネ
ル
の
名
称
は「
馬
瀬
ト
ン
ネ
ル
」で
あ
り
郡
上

市
と
下
呂
市
の
境
に
位
置
し
、
下
呂
市
側
坑
口
付
近
の

標
高
は
約
8
0
0
ｍ
で
す
。
全
長
は
6
6
0
ｍ
で
、
そ

の
内
2
6
6
ｍ
を
下
呂
市
が
管
理
し
て
い
ま
す
。
ト
ン

ネ
ル
は
平
成
６
年
３
月
に
当
時
の
森
林
開
発
公
団
に

よ
っ
て
建
設
さ
れ
、
建
設
か
ら
24
年
が
経
過
し
て
お
り
、

下
呂
市
の
林
道
内
で
唯
一
の
ト
ン
ネ
ル
に
な
り
ま
す
。

（
図

－

１
）

　

ト
ン
ネ
ル
の
構
造
と
し

て
、
断
面
は
車
道
幅
員
が

６
ｍ
で
両
側
に
幅
75
㎝
で

側
溝
を
兼
ね
た
構
造
の
監

査
歩
廊
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
覆
工
コ
ン
ク
リ
ー

ト
厚
は
60
㎝
で
あ
り
、
路

面
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装

で
す
。
付
属
設
備
と
し
て

ナ
ト
リ
ウ
ム
ラ
ン
プ
が
34

基
と
、
案
内
標
識
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

点
検
を
実
施
し
た
経
緯

　

平
成
15
年
4
月
に
岐
阜
県
道
路
維
持
課
に
よ
り「
ト

ン
ネ
ル
簡
易
保
守
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル（
案
）」が
策
定
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
利
用
者
へ
の
供
用
前
に

「
初
期
点
検
」を
行
い「
ト
ン
ネ
ル
カ
ル
テ
」を
整
備
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
馬
瀬
ト
ン
ネ
ル
は
こ
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
策
定
以
前
に
建
設
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
ト
ン
ネ
ル
カ
ル
テ
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
12
月
に
は
中
央
自
動
車
道
笹
子
ト

ン
ネ
ル
で
天
井
板
が
崩
落
す
る
と
い
う
事
故
が
あ
り
ま

し
た
。
馬
瀬
ト
ン
ネ
ル
は
日
常
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
で
の

点
検
は
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
建
設
以
来
一
度
も
専
門

的
な
点
検
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
事

故
を
受
け
て
平
成
25
年
度
に
コ
ン
サ
ル
へ
委
託
し
て
ト

ン
ネ
ル
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
ト
ン
ネ
ル
カ
ル

テ
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

点
検
は
ト
ン
ネ
ル
全
体
を
施
工
目
地
ご
と
に
ス
パ
ン

割
を
行
っ
て
実
施
し
ま
し
た
。
点
検
項
目
は
大
き
く
分

け
て
覆
工
部
の
点
検
が
4
，1
2
9
㎡
、
舗
装
部
の
点

検
が
1
，5
9
6
㎡
、
照
明
灯
の
点
検
が
34
基
で
あ
り
、

そ
の
ほ
か
に
坑
門
部
、
標
識
な
ど
の
付
属
施
設
に
つ
い

て
行
い
ま
し
た
。

　

点
検
方
法
は
近
接
目
視

に
よ
る
観
察
で
あ
り
、
ひ

び
割
れ
や
段
差
、
う
き
、

漏
水
等
の
変
状
や
接
合
目

地
部
分
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

打
設
口
位
置
の
打
音
検
査

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
際
、

う
き
や
剥
離
が
あ
っ
た
場

合
は
叩
き
落
と
し
て
応
急

措
置
を
行
う
こ
と
と
し
ま

し
た
。（
図

－

２
）

　

点
検
結
果
に
基
づ
き
、「
ト
ン
ネ
ル
簡
易
保
守
点
検
マ

ニ
ュ
ア
ル（
案
）」の
基
準
に
よ
り
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｓ
の
３

段
階
に
判
定
し
ま
し
た
。
判
定
区
分
Ａ
は
変
状
が
著
し

く
通
行
車
両
の
安
全
を
確
保
で
き
な
い
と
判
断
さ
れ
、

応
急
対
策
を
実
施
し
た
う
え
で
補
修
・
補
強
対
策
の
要

否
を
検
討
す
る
標
準
調
査
が
必
要
な
場
合
、
判
定
区
分

Ｂ
は
変
状
が
あ
り
、
応
急
対
策
は
必
要
と
し
な
い
が
補

修
・
補
強
対
策
の
要
否
を
検
討
す
る
標
準
調
査
が
必
要

な
場
合
、
判
定
Ｓ
は
変
状
は
な
い
が
、
あ
っ
て
も
軽
微

で
応
急
対
策
や
標
準
調
査
の
必
要
な
い
場
合
で
す
。
ま

た
、
照
明
灯
に
つ
い
て
は
、「
Ⅰ
損
傷
が
認
め
ら
れ
な
い
」

「
Ⅱ
損
傷
が
認
め
ら
れ
る
」「
Ⅲ
損
傷
が
大
き
い
」の
３
段

階
で
判
定
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
部
分

的
な
点
検
を
ま
と
め
て
全
体
の
判
定
と
し
ま
す
が
、
ス

パ
ン
の
中
で
ど
こ
か
１
ケ
所
で
も
Ａ
や
Ｂ
判
定
が
あ
れ

ば
ス
パ
ン
全
体
を
Ａ
や
Ｂ
判
定
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
点
検
結
果
と
し
て
は
通
行
に
危
険
を
及
ぼ
す

よ
う
な
Ａ
判
定
の
ス
パ
ン
は
な
く
、
変
状
は
見
ら
れ
る

が
通
行
に
は
支
障
が
な
い
Ｂ
判
定
と
判
断
さ
れ
た
の
が

28
ス
パ
ン
中
10
ス
パ
ン
と
な
り
、
問
題
の
な
い
Ｓ
判
定

と
判
断
さ
れ
た
の
が
18
ス
パ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
Ｂ
判

定
と
さ
れ
た
多
く
は
、
う
き
や
剥
落
ひ
び
割
れ
が
確
認

さ
れ
た
箇
所
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
ハ
ン
マ
ー
に
よ
る

た
た
き
落
と
し
や
樹
脂
ス
プ
レ
ー
に
よ
り
補
修
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
通
行
に
危
険
を
及
ぼ
す

Ａ
判
定
は
な
い
も
の
の

覆
工
に
漏
水
や
遊
離
石

灰
が
多
く
み
ら
れ
、
冬

季
間
に
は
し
み
出
し
た

水
が
車
道
で
凍
結
す
る

こ
と
が
あ
り
、
職
員
が

氷
を
割
っ
た
り
側
溝
の

蓋
を
は
ず
し
て
漏
水
を

誘
導
し
た
り
し
て
い
ま

し
た
。（
図

－

３
）

補
修
工
事
に
つ
い
て

　

今
回
の
点
検
を
き
っ
か
け
に
漏
水
対
策
の
補
修
工
事

を
実
施
し
ま
し
た
。
工
法
に
は
導
水
工
法
、
止
水
工
法
、

水
抜
き
工
法
の
三
つ
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
導
水
工
法

は
樋
等
に
よ
り
側
面
か
ら
脚
部
へ
導
水
す
る
方
法
、
止

水
工
法
は
漏
水
個
所
の
ひ
び
割
れ
に
シ
ー
ル
材
な
ど
を

注
入
し
て
止
水
す
る
方
法
、
水
抜
き
工
法
は
水
抜
き
穴

を
開
け
て
地
下
水
位
を
低
く
す
る
方
法
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
三
つ
の
工
法
に
つ
い
て
比
較
検
討
を
し
ま
し

た
。
ま
ず
漏
水
の
量
に
対
し
て
、
導
水
工
法
と
水
抜
き

工
法
は
対
応
可
能
で
す
が
、
止
水
工
法
は
違
う
場
所
か

ら
ま
た
漏
水
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
施
工

性
で
す
が
、
導
水
工
法
と
止
水
工
法
は
比
較
的
容
易
に

施
工
で
き
ま
す
が
、
水
抜
き
工
法
は
地
質
や
地
下
水
脈

な
ど
詳
細
に
調
査
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に

コ
ス
ト
面
で
す
が
、
導
水

工
法
と
止
水
工
法
は
比
較

的
安
価
に
施
工
で
き
ま
す

が
、
水
抜
き
工
法
は
調
査

や
大
が
か
り
な
設
備
が
必

要
と
な
り
割
高
と
な
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
導
水
工
法
を

採
用
し
ま
し
た
。（
図

－

４
）ま

と
め

　

１
つ
目
に
日
常
点
検
の
見
直
し
と
し
て
、
日
常
の
パ

ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
点
検
は
、
こ
れ
ま
で
車
両
か
ら
目
視

の
み
に
よ
り
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
細

か
な
変
状
を
見
落
と
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
日
常
点
検
に
お
い
て
も
複
数
の
職
員
に
よ
る
定
期

的
な
近
接
目
視
に
よ
る
点
検
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

変
状
等
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

２
つ
目
に
定
期
的
な
点
検
の
実
施
と
し
て
、
職
員
等

に
よ
る
日
常
点
検
の
み
で
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
変
状
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
下
呂
市
林
道
ト
ン
ネ
ル

保
全
対
策
計
画
を
策
定
し
、
５
年
に
１
回
の
専
門
的
な

定
期
点
検
を
行
い
、
計
画
に
基
づ
い
た
管
理
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

最
後
に

　

施
設
の
特
性
に
応
じ
た
管
理
を
行
う
に
あ
た
り
、
今

回
の
漏
水
補
修
工
事
の
よ
う
に
点
検
の
結
果
、
通
行
車

両
へ
著
し
い
影
響
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
馬
瀬
ト

ン
ネ
ル
の
よ
う
な
通
勤
等
に
多
く
使
用
さ
れ
る
林
道

や
、
寒
冷
地
の
た
め
凍
結
が
起
き
や
す
い
と
い
っ
た
林

業
施
設
に
お
い
て
は
、
地
域
の
特
性
等
も
考
慮
し
た
う

え
で
早
期
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た

補
修
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
今
回
の
よ
う
な
規
模
の
漏

水
を
導
水
工
法
に
て
対
応
し
た
よ
う
に
、
今
後
も
過
去

の
デ
ー
タ
や
状
況
に
応
じ
た
最
適
な
工
法
を
選
択
し
て

実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

図－１

図－２

図－３

図－４
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森
林
研
究
所
ま
で

キ
ノ
コ
栽
培
に
用
い
る
オ
ガ
コ
の
適
性
を

栽
培
前
に
判
断
す
る
た
め
に

生
を
低
下
さ
せ
る
結
果
を
得
て
い
ま
す
。
ナ

ラ
枯
れ
と
は
、
ブ
ナ
科
樹
木
が
枯
れ
る
病
害

で
、被
害
が
全
国
規
模
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。

主
な
被
害
樹
種
は
、
コ
ナ
ラ
と
ミ
ズ
ナ
ラ
で

す
。
今
後
、
キ
ノ
コ
栽
培
に
使
用
す
る
広
葉

樹
の
オ
ガ
コ
材
料
に
ナ
ラ
枯
れ
被
害
を
受
け

た
木
が
混
入
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
１
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
過
去
の

栽
培
試
験
で
、
シ
イ
タ
ケ
の
発
生
に
悪
影
響

が
あ
っ
た
ナ
ラ
枯
れ
被
害
木
の
オ
ガ
コ
を
用

い
て
、
栽
培
せ
ず
と
も
事
前
に
栽
培
適
否
を

予
測
す
る
方
法
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま

す
。

　
キ
ノ
コ
の
菌
糸
の
伸
び
の
良
否
が
オ
ガ
コ

の
判
定
に
利
用
で
き
る
か
菌
糸
の
生
育
へ
の

影
響
を
調
べ
る
た
め
、
コ
ナ
ラ
の
ナ
ラ
枯
れ

被
害
を
受
け
た
木
の
み
で
作
成
し
た
オ
ガ
コ

と
被
害
を
受
け
て
い
な
い
健
全
な
木
だ
け
で

作
成
し
た
2
条
件
の
オ
ガ
コ
で
、
12
種
（
※

写
真
の
注
釈
に
記
載
）
の
キ
ノ
コ
の
菌
糸
の

キ
ノ
コ
栽
培
に
適
す
る
オ
ガ
コ
を

見
つ
け
る
技
術
の
開
発

　
入
手
し
た
オ
ガ
コ
が
キ
ノ
コ
栽
培
に
適
す

る
も
の
な
の
か
栽
培
前
に
判
断
す
る
技
術
が

あ
れ
ば
、
数
か
月
後
の
失
敗
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
キ
ノ
コ
栽
培
に
あ
た
え
る
オ
ガ

コ
の
影
響
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
ナ
ラ
枯
れ
と
呼
ば
れ
る
被
害
を
受
け
た
木

の
オ
ガ
コ
を
用
い
る
こ
と
が
シ
イ
タ
ケ
の
発

広
葉
樹
の
調
達
に
不
安

　
ナ
メ
コ
や
シ
イ
タ
ケ
等
の
菌
床
栽
培
で
は

広
葉
樹
の
オ
ガ
コ
が
必
要
で
す
。
過
去
に
東

日
本
で
は
キ
ノ
コ
栽
培
用
の
広
葉
樹
を
主
に

福
島
県
か
ら
調
達
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

原
発
事
故
後
、調
達
で
き
な
く
な
っ
て
お
り
、

岐
阜
県
内
の
生
産
者
も
広
葉
樹
の
安
定
調
達

に
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

新
規
の
入
手
オ
ガ
コ
で
発
生
す
る
問
題

　
こ
れ
ま
で
の
調
達
先
か
ら
キ
ノ
コ
栽
培
用

の
オ
ガ
コ
が
入
手
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、

他
の
産
地
か
ら
、
オ
ガ
コ
を
入
手
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
新
し
く
入
手
し

た
オ
ガ
コ
で
栽
培
し
、
キ
ノ
コ
の
発
生
が
悪

い
結
果
に
終
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現
状

で
は
入
手
し
た
オ
ガ
コ
が
栽
培
に
適
す
る
も

の
で
あ
る
の
か
は
、
数
か
月
間
を
要
す
る
栽

培
を
実
際
に
行
な
っ
て
み
な
い
と
わ
か
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
大
き
な
問
題
で
す
。

伸
び
を
比
較
す
る
試
験
を
行
い
ま
し
た
。
12

種
す
べ
て
の
キ
ノ
コ
で
健
全
木
よ
り
も
ナ
ラ

枯
れ
被
害
オ
ガ
コ
で
菌
糸
の
伸
び
が
悪
い
結

果
で
し
た
（
写
真
：
ナ
メ
コ
と
シ
イ
タ
ケ
の

結
果
）。
ま
た
、
菌
糸
の
生
育
に
影
響
す
る

オ
ガ
コ
の
成
分
に
つ
い
て
も
絞
り
込
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

最
後
に

　
コ
ナ
ラ
オ
ガ
コ
の
ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
有
無

は
、キ
ノ
コ
の
菌
糸
の
伸
び
を
利
用
す
る
と
、

安
価
で
菌
床
を
製
造
す
る
施
設
な
ら
ど
こ
で

も
活
用
可
能
な
方
法
で
す
。
し
か
し
、
オ
ガ

コ
の
判
定
に
キ
ノ
コ
の
菌
糸
が
伸
び
る
の
を

待
つ
必
要
が
あ
る
の
で
10
日
程
度
を
要
し
ま

す
。

　
今
後
、
オ
ガ
コ
に
含
ま
れ
る
キ
ノ
コ
栽
培

に
負
の
影
響
を
与
え
る
物
質
で
判
定
で
き
れ

ば
、
キ
ノ
コ
の
伸
び
を
待
た
ず
と
も
数
分
で

オ
ガ
コ
の
栽
培
適
否
が
判
定
で
き
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
オ
ガ
コ
に
含
ま
れ
る
キ
ノ
コ

栽
培
の
カ
ギ
と
な
る
物
質
や
菌
糸
の
生
育
へ

の
影
響
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
栽

培
に
適
す
る
オ
ガ
コ
等
の
栽
培
資
材
の
選
択

を
可
能
と
し
、
栽
培
不
良
を
事
前
に
予
防
す

る
技
術
開
発
に
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
様
々
な
方
法
の
メ
リ
ッ
ト
を
考
慮
し
つ

つ
、
こ
れ
か
ら
も
技
術
開
発
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

―
ナ
ラ
枯
れ
被
害
木
オ
ガ
コ
の
適
否
判
定
―

菌糸の伸びの比較
（コナラ木粉）

※黒矢印で示した部分にキノコを植え付け、
　下方向へ菌糸が伸びている。白く見える部分が
　キノコの菌糸が伸びた部分

ナメコ シイタケ

健全 ナラ枯れ 健全 ナラ枯れ

※ナメコ、シイタケ、ヒラタケ、エリンギ、ウスヒラタケ、
　ヒマラヤヒラタケ、ブナシメジ、マイタケ、
　アラゲキクラゲ、タモギタケ、ヤマブシタケ、
　マンネンタケの12種で試験
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森
林
研
究
所
ま
で

キ
ノ
コ
栽
培
に
用
い
る
オ
ガ
コ
の
適
性
を

栽
培
前
に
判
断
す
る
た
め
に

生
を
低
下
さ
せ
る
結
果
を
得
て
い
ま
す
。
ナ

ラ
枯
れ
と
は
、
ブ
ナ
科
樹
木
が
枯
れ
る
病
害

で
、被
害
が
全
国
規
模
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。

主
な
被
害
樹
種
は
、
コ
ナ
ラ
と
ミ
ズ
ナ
ラ
で

す
。
今
後
、
キ
ノ
コ
栽
培
に
使
用
す
る
広
葉

樹
の
オ
ガ
コ
材
料
に
ナ
ラ
枯
れ
被
害
を
受
け

た
木
が
混
入
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
１
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
過
去
の

栽
培
試
験
で
、
シ
イ
タ
ケ
の
発
生
に
悪
影
響

が
あ
っ
た
ナ
ラ
枯
れ
被
害
木
の
オ
ガ
コ
を
用

い
て
、
栽
培
せ
ず
と
も
事
前
に
栽
培
適
否
を

予
測
す
る
方
法
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま

す
。

　
キ
ノ
コ
の
菌
糸
の
伸
び
の
良
否
が
オ
ガ
コ

の
判
定
に
利
用
で
き
る
か
菌
糸
の
生
育
へ
の

影
響
を
調
べ
る
た
め
、
コ
ナ
ラ
の
ナ
ラ
枯
れ

被
害
を
受
け
た
木
の
み
で
作
成
し
た
オ
ガ
コ

と
被
害
を
受
け
て
い
な
い
健
全
な
木
だ
け
で

作
成
し
た
2
条
件
の
オ
ガ
コ
で
、
12
種
（
※

写
真
の
注
釈
に
記
載
）
の
キ
ノ
コ
の
菌
糸
の

キ
ノ
コ
栽
培
に
適
す
る
オ
ガ
コ
を

見
つ
け
る
技
術
の
開
発

　
入
手
し
た
オ
ガ
コ
が
キ
ノ
コ
栽
培
に
適
す

る
も
の
な
の
か
栽
培
前
に
判
断
す
る
技
術
が

あ
れ
ば
、
数
か
月
後
の
失
敗
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
キ
ノ
コ
栽
培
に
あ
た
え
る
オ
ガ

コ
の
影
響
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
ナ
ラ
枯
れ
と
呼
ば
れ
る
被
害
を
受
け
た
木

の
オ
ガ
コ
を
用
い
る
こ
と
が
シ
イ
タ
ケ
の
発

広
葉
樹
の
調
達
に
不
安

　
ナ
メ
コ
や
シ
イ
タ
ケ
等
の
菌
床
栽
培
で
は

広
葉
樹
の
オ
ガ
コ
が
必
要
で
す
。
過
去
に
東

日
本
で
は
キ
ノ
コ
栽
培
用
の
広
葉
樹
を
主
に

福
島
県
か
ら
調
達
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

原
発
事
故
後
、調
達
で
き
な
く
な
っ
て
お
り
、

岐
阜
県
内
の
生
産
者
も
広
葉
樹
の
安
定
調
達

に
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

新
規
の
入
手
オ
ガ
コ
で
発
生
す
る
問
題

　
こ
れ
ま
で
の
調
達
先
か
ら
キ
ノ
コ
栽
培
用

の
オ
ガ
コ
が
入
手
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、

他
の
産
地
か
ら
、
オ
ガ
コ
を
入
手
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
新
し
く
入
手
し

た
オ
ガ
コ
で
栽
培
し
、
キ
ノ
コ
の
発
生
が
悪

い
結
果
に
終
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現
状

で
は
入
手
し
た
オ
ガ
コ
が
栽
培
に
適
す
る
も

の
で
あ
る
の
か
は
、
数
か
月
間
を
要
す
る
栽

培
を
実
際
に
行
な
っ
て
み
な
い
と
わ
か
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
大
き
な
問
題
で
す
。

伸
び
を
比
較
す
る
試
験
を
行
い
ま
し
た
。
12

種
す
べ
て
の
キ
ノ
コ
で
健
全
木
よ
り
も
ナ
ラ

枯
れ
被
害
オ
ガ
コ
で
菌
糸
の
伸
び
が
悪
い
結

果
で
し
た
（
写
真
：
ナ
メ
コ
と
シ
イ
タ
ケ
の

結
果
）。
ま
た
、
菌
糸
の
生
育
に
影
響
す
る

オ
ガ
コ
の
成
分
に
つ
い
て
も
絞
り
込
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

最
後
に

　
コ
ナ
ラ
オ
ガ
コ
の
ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
有
無

は
、キ
ノ
コ
の
菌
糸
の
伸
び
を
利
用
す
る
と
、

安
価
で
菌
床
を
製
造
す
る
施
設
な
ら
ど
こ
で

も
活
用
可
能
な
方
法
で
す
。
し
か
し
、
オ
ガ

コ
の
判
定
に
キ
ノ
コ
の
菌
糸
が
伸
び
る
の
を

待
つ
必
要
が
あ
る
の
で
10
日
程
度
を
要
し
ま

す
。

　
今
後
、
オ
ガ
コ
に
含
ま
れ
る
キ
ノ
コ
栽
培

に
負
の
影
響
を
与
え
る
物
質
で
判
定
で
き
れ

ば
、
キ
ノ
コ
の
伸
び
を
待
た
ず
と
も
数
分
で

オ
ガ
コ
の
栽
培
適
否
が
判
定
で
き
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
オ
ガ
コ
に
含
ま
れ
る
キ
ノ
コ

栽
培
の
カ
ギ
と
な
る
物
質
や
菌
糸
の
生
育
へ

の
影
響
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
栽

培
に
適
す
る
オ
ガ
コ
等
の
栽
培
資
材
の
選
択

を
可
能
と
し
、
栽
培
不
良
を
事
前
に
予
防
す

る
技
術
開
発
に
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
様
々
な
方
法
の
メ
リ
ッ
ト
を
考
慮
し
つ

つ
、
こ
れ
か
ら
も
技
術
開
発
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

―
ナ
ラ
枯
れ
被
害
木
オ
ガ
コ
の
適
否
判
定
―

菌糸の伸びの比較
（コナラ木粉）

※黒矢印で示した部分にキノコを植え付け、
　下方向へ菌糸が伸びている。白く見える部分が
　キノコの菌糸が伸びた部分

ナメコ シイタケ

健全 ナラ枯れ 健全 ナラ枯れ

※ナメコ、シイタケ、ヒラタケ、エリンギ、ウスヒラタケ、
　ヒマラヤヒラタケ、ブナシメジ、マイタケ、
　アラゲキクラゲ、タモギタケ、ヤマブシタケ、
　マンネンタケの12種で試験
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普及コーナー

西南濃森林組合における主伐・再造林の取組み
～大垣市庁舎での木材利用をきっかけに～

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
８
４
ー
７
３
ー
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

西
濃
農
林
事
務
所
ま
で

■西濃農林事務所　福田 五月

若
齢
人
工
林
が
多
い
西
濃

　

２
市
６
町
か
ら
な
る
西
濃
農
林
事
務
所

管
内
は
、
森
林
面
積
２
万
３
千
ha
弱
、
森
林

率
が
41
％
で
あ
り
、
県
下
で
は
森
林
の
占
め

る
割
合
が
少
な
い
地
域
で
す
。

　

西
濃
地
域
の
民
有
林
の
人
工
林
の
齢
級

構
成
を
県
全
体
と
比
べ
る
と
、
８
齢
級
以
下

が
３
分
の
１
と
多
く
、
一
方
、
主
伐
が
可
能

と
な
る
９
～
12
齢
級
が
少
な
い
、
す
な
わ

ち
若
い
森
林
が
多
い
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、

17
齢
級
以
上
が
２
割
と
県
全
体
の
比
率
の

２
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
関
ケ
原

町
内
の
複
層
林
施
業
な
ど
が
影
響
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

間
伐
中
心
の
木
材
生
産

　

若
い
人
工
林
が
多
い
こ
と
か
ら
、
当
地
域

で
の
こ
れ
ま
で
の
森
林
施
業
は
、
切
り
捨
て

間
伐
が
中
心
で
し
た
。
搬
出
間
伐
は
、
平

成
27
年
度
に
初
め
て
１
０
０
ha
を
超
え
て
、

木
材
生
産
量
も
徐
々
に
増
え
て
き
ま
し
た
。

人
工
林
の
主
伐
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
搬
出
間

伐
に
よ
る
木
材
生
産
が
大
半
を
占
め
て
い

ま
す
。木

材
生
産
の
担
い
手

　
　
　
　
　
西
南
濃
森
林
組
合

　

西
濃
管
内
に
事
務
所
を
有
す
る
林
業
事

業
体
で
、
森
林
経
営
計
画
を
樹
立
し
て
い
る

の
は
、
西
南
濃
森
林
組
合
の
み
で
す
。
伐

採
等
を
請
け
負
う
事
業
体
も
あ
り
ま
す
が
、

成
29
年
度
は
、
約
３
千
㎥
の
木
材
を
生
産
し

ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
搬
出
間
伐
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

平
成
30
年
度
の
通
常
総
代
会
で
は
、

２
０
２
２
年
度
ま
で
５
年
間
の
中
期
計
画

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
計
画
で
は
、
間
伐

事
業
の
拡
大
や
、
主
伐
・
再
造
林
の
促
進

が
う
た
わ
れ
て
お
り
、
木
材
生
産
の
拡
大
、

保
育
事
業
地
の
確
保
に
よ
る
事
業
拡
大
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
性
能
林
業
機
械
の

購
入
・
更
新
も
順
次
進
め
て
い
ま
す
。	

　

今
後
、
木
材
生
産
を
増
や
す
た
め
に
は
、

特
に
主
伐
の
実
施
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。大

垣
市
庁
舎
に
地
元
の
木
材
を

　

大
垣
市
で
は
、
現
在
、
市
庁
舎
の
建
設
中

で
す
。
こ
の
庁
舎
に
は
、
大
垣
市
上
石
津
産

材
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
具
体

的
に
は
、
市
民
ロ
ビ
ー
や
議
場
な
ど
の
壁
面

施
業
種
、
事
業
量
、
森
林
技
術
者
数
か
ら
考

え
る
と
、
西
南
濃
森
林
組
合
が
中
心
と
い
え

ま
す
。

　

西
南
濃
森
林
組
合
で
は
、
植
栽
か
ら
下
刈

り
、
搬
出
間
伐
ま
で
幅
広
く
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
若
い
人
工
林
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、

主
伐
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
平

西南濃森林組合の概況
組 合 員 数 ４，５３８名

一 般 職 員 ５名

森 林 技 術 者 １０名

主要保有機械 スイングヤーダ1台
グラップル　1台

3.0

1.7
1～4 5～8 9～10 11～12 13～16 17～20 21～

30.1西濃

県全体 22.3 24.8 26.9 15.3 6.7

2.4

単位：％

民有林人工林面積の齢級別割合

12.7 16.4 15.9 12.5 9.5
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普及コーナー

西南濃森林組合における主伐・再造林の取組み
～大垣市庁舎での木材利用をきっかけに～

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
８
４
ー
７
３
ー
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

西
濃
農
林
事
務
所
ま
で

■西濃農林事務所　福田 五月

こ
と
で
し
た
。

　

現
在
、
県
で
主
伐
・
再
造
林
を
推
進
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
伐
採
に
先
立
ち
、
現
地

検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
県
森
林
整
備

課
、
森
林
研
究
所
の
職
員
や
、
森
林
文
化
ア

カ
デ
ミ
ー
、
西
濃
農
林
事
務
所
の
林
業
普
及

指
導
員
も
含
め
て
、
作
業
シ
ス
テ
ム
や
伐
採

時
に
配
慮
す
べ
き
事
項
の
検
討
を
行
い
ま

し
た
。
特
に
作
業
シ
ス
テ
ム
は
、
木
材
の
生

産
性
す
な
わ
ち
生
産
費
に
直
結
す
る
重
要

な
項
目
で
す
。

　

今
回
の
主
伐
地
で
は
、
当
初
、
保
有
し
て

い
る
ス
イ
ン
グ
ヤ
ー
ダ
に
よ
る
集
材
を
考

え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
主
伐
面
積
が
小

さ
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
地
形
の
制
約
か
ら

架
線
の
張
替
え
が
必
要
と
な
る
現
場
で
す
。

そ
こ
で
、
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
林
業
普

及
指
導
員
か
ら「
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
を
利
用
し

て
は
ど
う
か
」と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
を
利
用
す
る
と
張
替
え
が

不
要
と
な
る
こ
と
、
こ
の
主
伐
地
の
地
形
に

今
後
の
課
題

　

西
濃
管
内
の
森
林
も
こ
れ
か
ら
徐
々
に

成
熟
期
を
迎
え
ま
す
。
し
か
し
、
再
造
林
・

保
育
の
負
担
を
考
え
る
と
、
主
伐
に
消
極
的

な
森
林
所
有
者
が
多
い
こ
と
は
想
像
に
難

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
の
課
題
は
、
主
伐
地
の
継
続
的
な
確

保
と
主
伐
経
験
の
積
み
重
ね
、
昨
年
11
月
に

購
入
し
た
プ
ロ
セ
ッ
サ
の
効
率
的
な
活
用
、

そ
し
て
中
期
計
画
に
掲
げ
た
木
材
生
産
量

の
拡
大
の
実
現
で
す
。
引
き
続
き
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
、
西
南
濃
森
林
組
合
の
取
組

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

や
天
井
、
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど
に
使
用
す

る
予
定
で
す
。

　

現
在
の
木
材
流
通
で
は
、
大
垣
市
上
石
津

産
材
を
判
別
で
き
ま
せ
ん
。
必
要
な
木
材

は
、
新
た
に
大
垣
市
上
石
津
町
で
伐
採
し
、

他
の
木
材
と
区
分
し
て
製
材
・
加
工
、
施
工

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
木
材
を
西

南
濃
森
林
組
合
が
供
給
す
る
こ
と
に
な
り
、

規
格
に
合
致
す
る
木
材
を
供
給
す
る
た
め
、

主
伐
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

主
伐
地
の
概
要

　

面
積
：
０
．
３
３
ha

　

樹
種
：
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ

　

林
齢
：
80
～
１
２
０
年
生

　

規
制
：
土
砂
流
出
防
備
保
安
林

　

森
林
配
置
計
画
：
木
材
生
産
林

　

森
林
経
営
計
画
：
樹
立
済
み（
要
変
更
）

　

中
間
土
場
ま
で
の
距
離
：
約
３
km

　

平
均
樹
高
：
18
ｍ

　

平
均
胸
高
直
径
：
33
㎝

　

傾
斜
：
35
～
50
度（
森
林
簿
よ
り
）

　

そ
の
他
：
幅
員
３
ｍ
の
作
業
道
の
上
方
に

接
す
る
。

主
伐
に
あ
た
っ
て
の
課
題
と
実
際

　

実
施
前
に
、
法
令
に
基
づ
く
許
可
や
、
森

林
経
営
計
画
の
変
更
な
ど
書
類
の
手
続
き

も
必
要
で
す
が
、
一
番
大
き
な
課
題
は
、
現

在
の
森
林
組
合
の
森
林
技
術
者
・
組
合
職
員

と
も
主
伐
の
実
施
経
験
が
少
な
い
と
い
う

合
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
方
法
を
採
用
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
現
場
で
は
、
伐
採
し
た
木

材
を
下
方
の
作
業
道
ま
で
集
材
し
た
後
、
そ

の
場
で
チ
ェ
ン
ソ
ー
造
材
を
行
う
こ
と
か

ら
、
ど
う
し
て
も
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
の
稼
働
は

断
続
的
で
手
待
ち
時
間
が
多
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
中
間
土
場
ま
で
の
３
km
の
運
搬
は
、

作
業
道
を
走
行
で
き
る
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
を

使
用
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
条
件
で
の
主
伐
の
た
め
、

実
際
の
作
業
工
程
は
表
の
と
お
り
と
な
り

ま
し
た
。

木
材
生
産
量
及
び
販
売
先

　

Ａ
材
：
１
０
９
㎥

　

Ｂ
材
：
63
㎥

　

Ｃ
・
Ｄ
材
：
43
㎥

　

注
文
を
受
け
た
大
垣
市
庁
舎
用
の
木
材

以
外
は
、
少
し
で
も
有
利
な
販
売
が
で
き
る

よ
う
に
仕
分
け
を
し
た
上
で
、
岐
阜
、
愛
知
、

三
重
の
木
材
市
場
、
合
板
工
場
、
チ
ッ
プ
工

場
に
運
び
、
販
売
し
ま
し
た
。

▲タワーヤーダ設置状況

▲主伐地の状況

木材生産の工程（単位：人日）
種　別 数　量 備　考

準備・片付 5.0 設置撤去

伐 倒 10.0

集材・積込 24.0

造 材 12.0

小 運 搬 10.5 約3km

仕 分 10.5 販売先別

計 72.0 2.99㎥/人日
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●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
０
ー
３
１
６
０
ー
６
０
９
０

　
　
　
　

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　岐
阜
森
林
管
理
署
ま
で

国
有
林
の
現
場
か
ら

主
伐
・
再
造
林
に
伴
う
ニ
ホ
ン
ジ
カ

食
害
防
除
対
策
に
つ
い
て

29

　

岐
阜
森
林
管
理
署
管
内
の
七
宗
町
上
麻

生
地
区
森
林
共
同
施
業
団
地
に
設
定
さ
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
地
区
（
事
例
研

究
地
区
）
に
お
い
て
は
、
民
国
の
連
携
に

よ
る
様
々
な
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
平
成
30
年
度
に
開
始

し
た
「
伐
採
・
造
林
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
」

に
よ
る
主
伐
・
再
造
林
の
取
組
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
取
組
は
、
伐
採
・
搬
出
→
地
拵
・

新
植
植
付
→
忌
避
剤
散
布
、
の
連
続
実
施

（
伐
採
・
造
林
一
貫
作
業
）
に
よ
り
、
コ
ス

ト
を
縮
減
し
た
主
伐
・
再
造
林
を
す
す
め

る
も
の
で
、
岐
阜
森
林
管
理
署
管
内
で
は

初
め
て
の
取
組
と
な
る
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
主
伐
・
再
造
林
に
お
い
て

頭
を
悩
ま
さ
れ
る
の
が
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に

よ
る
食
害
へ
の
防
除
対
策
で
す
。
国
有
林

に
お
い
て
も
、
伐
採
跡
地
や
造
林
さ
れ
た

ば
か
り
の
幼
齢
造
林
地
な
ど
は
ニ
ホ
ン
ジ

カ
が
集
ま
り
や
す
く
、
植
栽
さ
れ
た
苗
木

へ
の
被
害
が
主
伐
・
再
造
林
へ
の
大
き
な

障
害
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
地
で
は
、
昨
年
夏
に
伐
採
（
皆

伐
）
と
架
線
系
全
木
集
材
・
搬
出
を
実
施

し
た
後
、
ヒ
ノ
キ
コ
ン
テ
ナ
苗
に
よ
る
秋

植
え
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。
植
栽
し
た
苗

木
に
対
す
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
と
し
て
は
、

本
地
区
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き

た
ラ
イ
ト
セ
ン
サ
ス
や
目
撃
情
報
等
に
よ

る
被
害
圧
予
想
か
ら
、
高
い
予
防
効
果
が

期
待
で
き
る
一
方
で
高
コ
ス
ト
と
な
る
「
防

護
柵
」
の
設
置
を
見
送
り
、
忌
避
剤
塗
布

で
の
対
応
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
は
対
策
と
し
て
は
不
十
分
で

あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
職
員

自
ら
が
、
く
く
り
罠
に
よ
る
捕
獲
（
職
員

捕
獲
）
を
並
行
し
て
行
う
こ
と
と
し
ま
し

た
。 

　

具
体
的
に
は
、
１
．
６
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

新
植
地
の
周
囲
（
林
縁
部
）
を
囲
む
よ
う

に
27
基
の
く
く
り
罠
を
設
置
し
、
併
せ
て

13
台
の
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
に
よ
る
生
息
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
く
く
り
罠
の
設
置
後
に
は
、
現

地
の
見
回
り
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
が
、

効
率
的
な
見
回
り
を
実
施
す
る
た
め
、
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
見
回
り
の
試
行
も
開

始
し
ま
し
た
。

 　

ま
だ
、
こ
れ
ら
の
取
組
は
緒
に
就
い
た

ば
か
り
で
す
が
、
幸
い
に
も
今
の
と
こ
ろ
、

植
栽
し
た
苗
木
へ
の
大
き
な
食
害
は
確
認

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
一
方
で
は
、
く
く
り
罠
設
置

か
ら
１
ヶ
月
程
度
の
間
に
３
頭
も
の
捕
獲

実
績
を
あ
げ
る
な
ど
、
対
策
が
効
果
を
あ

げ
て
い
る
こ
と
の
喜
び
と
と
も
に
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
に
よ
る
被
害
圧
の
脅
威
を
再
認
識

し
て
い
ま
す
。

 　

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
主
伐
・
再
造
林

に
お
い
て
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
食
害
へ
の
防
除

対
策
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
一
方
で
は
、
材

価
の
長
期
低
迷
に
よ
り
、
再
造
林
コ
ス
ト

の
縮
減
も
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。
国
有
林

に
お
け
る
今
回
の
よ
う
な
取
組
を
民
有
林

の
皆
さ
ん
と
共
有
し
、
低
コ
ス
ト
で
確
実

な
主
伐
・
再
造
林
の
あ
り
方
を
探
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

くくり罠の設置ドローンを活用した見回りの試行

ドローンで確認した捕獲個体
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4月1日発行イベント情報

わがまちの森林・環境行政（28）

市況情報 その他

連載
●山の歳時記（164）
●山のおじゃまむし（333）
清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（76）
木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（74）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● C O L U M N

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム 　まだ学生だったころ、毎月１日の映画の日は、１，０００円で映画を観ることが
できると知り、気に入った映画を観に行きました。
　４年前は「緑の雇用」の研修生を取り上げた映画「GOOD　JOB」を午後８時

からのレイトショーで観ました。内容が愉快でテンポ良く、若い世代に林業を身近に知ってもら
える作品でよかったことを覚えています。
　久々に、関市の映画館に行き話題の「ボヘミアン・ラプソディ」を観ました。
　映画館では大きなスクリーンと大音響のなか、映画の中に自分も引き込まれ、まるでライブ会
場にいるような雰囲気になりました。
　気分転換にもなるので、また興味のある映画を観に行きます。

森林・林業関係イベントカレンダー（4月）
開催日 行事名等 内　容　等

開催場所
問い合わせ先

林業者向け

林材業労災防止協会岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

岐阜市六条江東2-5-6（ぎふ森林文化センター)

17日（学科）岐阜市六条江東2-5-6（ぎふ森林文化センター）
18日（実技）関市倉知字物見山（県森連岐阜林産物共販所）

林材業労災防止協会岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

（学科）山県市大門912-1（伊自良中央公民館）
（実技）山県市洞田127-5（ぎふ農協旧伊自良共選場）

林材業労災防止協会岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

刈払機取扱作業者
安全衛生教育

伐木・チェーンソー
作業従事者特別教育

4月16日㈫

4月17日㈬～
4月18日㈭

4月23日㈫～
4月26日㈮

●講習時間：  9:30～15:00 学科
　　　　　　15:00～16:30 実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,340円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間  17日 学科 8:30～17:40
　　　　　  18日 実技 8:30～17:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：18,900円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間　
　１日目：     8:30～16:30 学科
　　　　     16:30～17:30 学科試験
　2～4日目： 8:00～17:30 実技・試験
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：31,860円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

フォークリフト
運転技能講習

自動車普通運転免許
所持者

【受講資格】

4月号
予定

【森林整備課　坂本 輝一】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５8ｰ272ｰ8490 森林整備課まで

岐阜県山火事予防運動実施中
　岐阜県では、山火事発生件数が多くなる３月から４月までの２ヶ月間を山火事予防運動期間とし、集中的に予防運動を実施しています。
　わたしたちの大切な財産である森林を守るため、次の点に注意して山火事を防止しましょう。皆様のご協力をお願いいたします。

山火事予防のためのポイント

山火事発生件数と発生原因

●枯れ草等のある火災の起こりやすい場所ではたき火をしないこと。
●たき火等火気の使用中はその場を離れず、使用後は完全に消火すること。
●風の強い時や空気が乾燥している時にはたき火をしないこと。
●たばこは指定された場所で喫煙すること。
●たばこの吸い殻の火は必ず消し、投げ捨てはしないこと。
●火遊びはしないこと。

　暖かくなる３月からゴールデンウィークの５月上旬ま
では、山菜採り、ハイキング等の目的により入山する機
会が増えるため、山火事の発生件数も多くなります。

山火事の大部分は、
人の不用意な火の取り扱いから

発生しています。

たき火
35%

たばこ
3%

火遊び
1%

その他
人為火 24%

落雷
3%

不明
33%

県内原因別発生率（H25～H29）

0

2

4

6

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月

県内月別平均発生件数（H25～ H29）

「森林のたより」編集委員　山下 篤志

大切な森林が突然自然災害により被害を受けるかも知れません。
「森林保険」では８つの自然災害から皆様の大切な森林を守ります。

詳しくは最寄りの森林組合の他、岐阜県森林組合連合会
（TEL:058-275-4890）までお問い合わせ下さい。

火災 風害 雪害水害

潮害 噴火災干害 凍害
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市況

木 材 用 語 一 口 メ モ

外材市況（ 1月期）

樹　種 樹　種規　　格 価格 規　　格 価格

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）

米　栂
米ひば

ヘム（アラスカ産）

ポール

299

310

317

324
日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

（単位：円）

1㎥当り（価格単価：100円）

単位：円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（1月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱

間柱

土台

柱

柱

前月
比較等級

長 巾 高

寸法（mm） m3当り
価　格

3000

3000

4000

3000

3000

6000

3000

3000

65,000

65,000

65,000

60,000

65,000

120,000

61,000

61,000

→

→

→

→

→

→

→

→

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

105

105

105

120

120

120

105

120

105

30

105

120

120

120

105

120

１等

１等

特等

特等

特等

国産５層

国産５層

（東濃桧）
特等

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所

　スギ良材、ヒノキ良材とも価格は上向き。並材も含め入札は活発。並材
販売は納材規格を遵守ください。直送、内土場、大型工場向けが若干の
上げで推移。合板向けスギ４ｍ特に不足。ヒノキ2ｍ元曲がりは合板向け
造材が有利。製紙パルプ向け針葉樹、岐阜共販所トラックスケール（関市
倉知地内）にて受付しております。（岐阜）　

　スギ並材は横ばいで推移、ヒノキ並材は値を下げた。マツ、ヒメコの入
荷は薄く元気ない。広葉樹良材は相変わらず人気で、ナラ、ホウ、サクラ、
ミズメ、マクルミ、トチが強気である。（飛騨）

　全般的に横ばいで推移。ヒノキ元木、良材（高齢材及び枝打材など（特
殊材））２ｍ、３ｍ、４ｍ、６ｍには応札も多く横ばいか若干高値。ヒノキ並材
は３ｍ、４ｍとも（16～28㎝）横ばい、６ｍ（16～20㎝）は価格安定。スギ
は全般的に品薄、４ｍ元木、良材は応札も多くやや高値、二番玉並材３ｍ、
４ｍとも（16～28㎝）横ばい。枝虫材等、欠点材は売りにくい。造材（玉切
り）は、元株の処理・余尺及び段切り・斜め切り等ないよう出材をお願いし
ます。（東濃）　

【商況】

木 材 市 場

2,150

614

2,867

2,592

2,808

10,368

2,000

2,630

建材から放散されるトルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの４つの揮
発性有機化合物の総称。シックハウス症候群など、人の健康に有害な影響を
及ぼす恐れがあります。木材（無垢材）については、4ＶＯＣを全く含んでいな
いことが確認されています。

４VOC

回　　数
共販所名 長さ 径 平均値 高値 備考樹種

第1683回

2月12日

2月13日

2月14日

岐
阜
共
販
所

第1259回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ
くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

ま
つ

16～18㎝
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
20㎝以上
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
20～22㎝
30㎝以上
16～20㎝
24～28㎝
30㎝以上
24～28㎝
30㎝以上
30㎝以上
24㎝以上
16～20㎝
22～28㎝

30㎝以上元
16～20㎝
22～28㎝

30㎝以上元
13㎝以下
22～28㎝

30㎝以上元
18～20㎝

22～28㎝梁
30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

4ｍ

6ｍ
4ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

単価は直材

価格、但し

平均値は並

材二番玉価

格

－
－
－

17,000
20,600
－
－
－
－
－

50,000
－
－
－
－
－
－

88,800
－
－
－
－

20,900
－

19,000
13,400
16,000
16,000
30,000
33,000
－
－

33,000
110,000

－
－
－

12,500
11,500
13,800
13,000
11,000
14,500
17,500
14,000
17,800
16,000
15,500
22,000
12,000
11,500
11,000
17,000
16,000
15,000
22,000
8,500

10,000
12,000
13,000
－

18,000
12,800
13,000
13,500
17,600
15,000
18,500
9,000

16,000
20,000
25,000
7,000
9,000
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